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「きたれ、光の中へ」
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骨
諏
市
に
行
く
と、

と
き
ど
き
お
か
し
な
も
の
を
売
っ
て
い
る

の
に
出
く
わ
す。

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
ず
ら
り
と
満
鉄
（
南
満
洲
鉄

道。

大
日
本
帝
国
の
中
国
侵
略
と
占
領
の
シ
ン
ボ
ル）

関
連
の
品

物
が
並
ん
で
い
た
り
す
る。

客
車
の
シ
ー
ト
に
取
り
付
け
ら
れ
て

い
た
灰
皿
や、

車
掌
の
腕
章
や
制
帽、

路
線
図、

行
き
先
表
示
板、

笛
な
ど
な
ど。

い
っ
た
い
誰
が
買
う
の
だ
ろ
う
と
不
思
議
な
感
慨

に
と
ら
わ
れ
る
が、

鉄
ち
ゃ
ん
（
鉄
道
フ
ァ
ン）

が
歴
史
的
守
備

範
囲
を
広
げ
る
こ
と
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い。

他
人
様
の
趣
味
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
書
く
の
は
差
し
控
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
は
思
う
が、

お
か
し
な
連
中
で
あ
る。

そ
の
隣
に、

こ
れ
も
ま
た
お
か
し
な
も
の
が
ず
ら
り
と
並
ん
で

い
た。

写
真
の
真
空
管
で
あ
る。

使
用
済
み
の
も
の
も
あ
れ
ば、

箱
に
入
っ
た
ま
ま
の
未
使
用
の
も
の
も
あ
る。

ガ
ラ
ス
で
作
ら
れ
た
も
の
や、

錆
び
た
金
屈
が
好
き
な
の
で
思

わ
ず
手
に
取
っ
た。

な
か
な
か
面
白
い。

レ
ト
ロ
な
S
F
感
覚
で
39
 

あ
る。

壊
れ
や
す
い
ガ
ラ
ス
と、

錆
の
入
っ
た
金
屈
の
対
比
が
不

思
議
な
味
わ
い
を
餓
し
出
し
て
い
る。

箱
に
入
っ
た
も
の
も
含
め

て
六
個
ほ
ど
買
い
求
め
た。

合
計一
五
0
0
円
ほ
ど
だ
っ
た
か。

小
学
生
の
頃、

近
所
の
高
校
生
が
自
分
で
作
っ
た
と
い
う
真
空

管
ラ
ジ
オ
を
見
せ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る。

い
く
つ
も
の
真
空
管

が
む
き
出
し
に
並
ん
で、

小
さ
な
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
ラ
ジ
オ
放
送

古

物池
盆皿

連
載
n

真
空
管

文
と
写
真
●
三
宅
政
吉

（
ク
ラ
フ
ィ
ソ

ク
テ
ザ
イ
ナ
ー
）

頁空菅とは、 内部を高度な真空とし、 電極を封入した中空の管（管

球）のことで、 陰極から賜極に流れる電子流を制御することによっ

て増幅、 検波、 益流、 発振などを行うことができる。 1904年にジョ

ン ・ フレミングが2極真空管を発明。60年代以降トランジスタに取っ

て代わられるが、 現在でもオー ディオ装四などで使用されている。

が
途
切
れ
途
切
れ
に
聞
こ
え
て
く
る。

す
ご
い
な
あ
と
心
底
感
心

し
た
も
の
で
あ
る。

と
い
っ
て
自
分
も
作
っ
て
み
よ
う
と
は
思
わ

な
か
っ
た
の
は、

私
に
理
科
系
の
資
質
が
欠
け
て
い
た
か
ら
な
の

だ
ろ
う。

さ
て
こ
の
真
空
管、

買

っ
て
は
み
た
も
の
の
こ
ん

な
も
の
買
っ
て
ど
う
す
る

ん
だ
よ
と、

自
分
の
中
か

ら
声
が
聞
こ
え
て
も
く
る

が
黙
殺。

ま
あ、

満
鉄
グ

ッ
ズ
を
買
う
鉄
ち
ゃ
ん
を

笑
う
資
格
は、

私
に
な
い

こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る。



””歴40
詞 ！

ィ―コ
ー

サ
ン
ピ
ー

城
の
城
壁
跡 。
急
勾
配
で
高
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る

コ ー サンヒ ー城跡 ：ナ ー ランダ
フッダガヤ● ラジギ ー ル

NO'一，

コ
ー
サ
ン
ビ
ー
城
の
遺
跡



イ｀ノド渡航歴40疇！
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コ ーサンピー城跡からの出土品。
二頭の動物を従えている

釈
腺
の
足
跡、
仏
跡
は
主
に
北
部
イ
ン
ド、
ガ
ン
ジ

ス
河
沿
に
広
が
る。

八
大
仏
跡
に
入
ら
な
い
コ
ー
サ

ン
ビ
ー
城
遺
跡
は、
釈
檸
が
夏
の
安
居（
長
雨
の
期
間、

同
じ
場
所
に
留
ま
る
こ
と）

を
九
回
行
っ
た
仏
跡
で

あ
る。

ベ
ナ
レ
ス
の
上
流、

ガ
ン
ジ
ス
河
と
ヤ
ナ
ム

河
の
合
流
地
点
に
近
い
水
運
に
便
利
な
地
点
に
あ
る。

コ
ー
サ
ン
ビ
ー
の
起
源
は
古
く
紀
元
前
2

0

0

0

年
に
は
で
き
た
大
き
な
都
市
群
の
一

っ
で
あ
っ
た
。

ヴ
ェ
ー
ダ
時
代
に
は
既
に
存
在
し、

後
に
は
ヴ
ァ
ッ

サ
王
国
の
首
都
と
な
っ
た。

釈
蒻
が
滞
在
し
た
こ
ろ

は
ウ
ダ
ヤ
ナ
王
朝
の
支
配
下
に
あ
り、

仏
典
に
は
多

く
の
人
々
が
こ
の
地
を
訪
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る。

そ
し
て、

紀
元
前
3

世
紀
の
マ
ウ
ル
ヤ
王
朝、

5
世
紀
の
グ
プ
タ
王
朝
で
も
重
要
な
都
市、

特
に
東

西
貿
易
の
拠
点
と
し
て
栄
え
た。

そ
し
て、

コ
ー
サ
ン
ビ
ー
城
の
遺
跡
に
は
注
目
す

べ

き
遺
跡
が
四
か
所
あ
る。
巨
大
な
城
壁、
翌
の
マ
ー

ク
で
表
さ
れ
る
人
身
御
供
（
プ
ル
シ
ャ
メ
ー
ダ）
の
跡

（
笠
の
マ
ー
ク
で
示
さ
れ
る）
、

ゴ
ー
シ
ー
タ
精
舎
な

?l
 



ど
三
つ
の
精
舎、

ア
シ
ョ
ー
カ
王
造
立
の
石
柱
で
あ

る。

城
壁
は
ヤ
ム
ナ
川
に
面
し
非
常
に
高
く、

そ
の

急
な
傾
斜
で
水
害
や
敵
の
侵
入
を
防
い
で
い
た。

こ
の
城
壁
や
構
築
物
を
守
る
た
め
に、

狭
い
空
間

に
生
き
た
ま
ま
の
人
間
を
閉
じ
込
め
る
人
身
御
供
が

行
わ
れ
た
。

人
見
御
供
を
出
し
た
家
族
は
膨
大
な
お

礼
を
受
け
取
っ
た。

ア
ラ
ハ
バ
ー
ド
大
学
の
博
物
館

に
保
存
さ
れ
て
い
る
レ
ン
ガ
は
今
で
も
リ
ン
が
燃
え

て
い
る
証
拠
に
薄
い
光
を
放
っ
て
い
る。

三
精
舎
に
は
そ
れ
ぞ
れ
寄
進
し
た
人
々
の
名
前
が

つ
け
ら
れ
て
い
る。

ク
ッ
ク
タ、
ゴ
ー
シ
ー
タ、
ヴ
ァ

リ
カ
で
い
ず
れ
も
有
力
な
市
民
だ
っ
た。

ア
シ
ョ
カ
王
が
建
立
し
た
石
柱
の
石
頭
は
す
で
に

な
い
が、

石
柱
に
は
コ
ー
サ
ン
ビ
ー
で
起
き
た
戒
律

解
釈
の
顛
末
が
彫
ら
れ
て
い
る。

釈
腺
滅
後
に
コ
ー
サ
ン
ビ
ー
仏
典
結
集
と
呼
ば
れ

る
集
会
も
行
わ
れ
た。

そ
の
二
度
目
に、

一

部
の
比

丘
た
ち
が
手
洗
い
の
水
を
水
鉢
に
残
し、

物
議
を
醸

し
出
し
た
。

水
鉢
に
ボ
ウ
フ
ラ
が
わ
き
蚊
と
な
り、

3
 



ア
シ
ョ
ー
カ
王
造
立
の
石
柱
と
筆
者。
十
数
年
前
の
記
念
写
真

佐

藤

良

純
大
正
大
学
名
誉
教
授

さ
と
う・
リ
ょ
う
じ
ゅ
ん

昭
和
7
年
東
京
生
ま
れ。
大
正
大
学、

同
大
学
院、
イ
ン
ド
デ
リ
ー
大
学
院
に
学
ぶ。
昭
和
34
年
よ
リ
大

正
大
学
で
教
礫
を
と
リ、
教
授、
学
科
長
を
経
て、
平
成
14
年
退

職、
大
正
大
学
名
誉
教
授
と
な
る。
イ
ン
ド
ヘ
の
初
渡
航
は
昭
和

38
年，
以
来
イ
ン
ド
ヘ
訪
れ
る
こ
と、
40
有
余
回。
著
書
に

7
ッ

ダ
ガ
ヤ
大
菩
提
寺」、
R

釈
尊
の
生
涯」
な
ど
多
数。

マ
ラ
リ
ア
を
感
染
さ
せ
人
命
を
奪
う
か
ら
で
あ
る。

水
鉢
に
水
を
残
す
こ
と
は
一

部
の
戒
律
に
は
許
さ

れ
て
い
る
と
正
当
性
を
主
張
す
る
比
丘
た
ち
と、

許

さ
れ
な
い
と
反
対
す
る
比
丘
た
ち
と
二
つ
に
分
か
れ

た
。

水
を
残
し
て
も
良
い
と
主
張
し
た
比
丘
は
最
終

的
に
破
門
さ
れ
た
が、

コ
ー
サ
ン
ビ
ー
の
信
者
に
よ

る
仲
介
で
和
解
し
た。

釈
蒻
に
よ
る
仲
介
説
も
あ
る。

こ
の
コ
ー
サ
ン
ビ
ー
遺
跡
は
1
9
4
9
年
か
ら
ア

ラ
ハ
バ
ー
ド
大
学
の
シ
ャ
ル
マ
教
授
に
よ
っ
て
数
回

に
わ
た
っ
て
調
査
さ
れ
た。

そ
の
結
果、

大
き
な
煉

瓦
の
城
壁
は
紀
元
前
11
世
紀
か
ら
紀
元
前
9
世
紀
に

わ
た
っ
て
造
ら
れ
た
こ
と
が
炭
素
測
定
法
（
木
材
に

残
る
炭
素
の
放
射
能
量
で
木
材
の
年
代
が
わ
か
る）

で
確
認
さ
れ
て
い
る。

ま
た、

宮
殿
あ
と
に
残
る
建

物
は
紀
元
前
8
世
紀
か
ら
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た。

宮
殿
中
央
に
は
ホ
ー
ル
が
あ
り、

支
配

者
の
住
居
が
あ
っ
た。

宮
殿
内
の
建
物
は
レ
ン
ガ
や

石
を
用
い
て
建
て
ら
れ
漆
喰
で
固
め
ら
れ
る
丁
寧
な

作
り
だ
っ
た。

4
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『浄土jア ー カイブ●昭和10年『浄土』創刊号よリ

「
き
た
れ、
光
の
中
に」

真
野
正
順
を
語
る赤

坂
明
翔

真
野
正
順
先
生
が
法
然
上
人
鉗
仰
会
の
創
始
者
で
あ
る
こ
と
は、

今

日
ま
で
の
月
刊
誌
『
浄
土
』、

或
い
は
真
野
龍
海
台
下
を
通
じ
て
ご

存
知
の
方
も
多
い
。

し
か
し
そ
の
実、

正
順
先
生
が
一

体
ど
う
い
う

人
物
で、

ど
ん
な
人
生
を
送
っ
て
き
た
か
は、

宗
内
で
も
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
。

ま
し
て
や
私
な
ど
の
平
成
・

令
和
世
代
に
と
っ
て

は
雲
を
掴
む
に
も
等
し
い
。

そ
れ
故、

書
き
記
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
切
に
思
い、

筆
を
と
っ
て
い
る
次
第
で
す。

ス

テ
ッ

キ
、

フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト。

◇
 

英
国
紳
士、

真
野
正
順
先
生
は
実
に
ハ
イ
カ
ラ
な
人
物
で
あ
っ

た
ら
し
い
。

病
弱
で
細
身
な
体
で
あ
り
な
が
ら、

宗

教
・

哲
学
・

文
学
・

芸
術
を
十
分
に
摂
取
し、

決
し

て
能
弁
で
は
な
か
っ
た
が、

人
を
惹
き
付
け
る
魅
力

が
あ
っ
た。

中
村
絣
康
先
生
を
野
性
味
あ
ふ
れ
た

「
剛
」

と
す
る
な
ら
ば、

さ
し
ず
め
先
生
は
紳
士
で

上
品
な
「
柔」

の
人
物
で
あ
ろ
う。

正
順
先
生
を
語

る
文
章
は
ど
れ
も
良
い
香
り
が
渫
っ
て
く
る。

—
ー
ー

い
や
一

寸
待
っ
て
ほ
し
い
。

若
き
頃
の
先
生
は
思
う

よ
り
ず
っ
と
血
気
盛
ん
な
人
物
で
は
な
か
っ
た
の
か。

事
実、

自
身
で
も
「
仏
教
復
興
の
気
運
に、

血
の
気

の
多
い
私
は
ょ
法
然
上
人
鑽
仰
会
ク

を
企
画
す
る
こ

そ
英
国
紳
士
の
中
に
隠
れ
た
情
熱
を
追
っ
て
み
た
い
。

◇
 

大
正
六
年
(
-

九
一

七）
、

東
京
帝
国
大
学
に
通

と
に
な
っ
た
」

と
言
っ
て
い
る
で
は
な
い
か。

今
こ



あかさか ・ めいしょう 1990年 、 福島県伊達祁桑折町生まれ。 大

正大学大学院修士課程（浄土学）修了。 福島教区中央組無能寺徒弟。

う
正
順
先
生
に
思
わ
ぬ
出
来
事
が
起
こ
っ
た。

師
で

あ
る
真
野
順
戒
僧
正
の
遷
化、

そ
れ
に
伴
い
芝
天
光

院
へ
の
晋
山。

だ
が
悪
い
こ
と
は
続
く
も
の
で
大
学

卒
業
の
翌
年、

母
は
る
子
を
失
っ
た。

先
生
は
養
子

で
は
あ
っ
た
が
六
歳
か
ら
愛
情
深
く
育
て
ら
れ、

ニ

十
八
歳
で
一

人
寺
に
残
さ
れ
た。

こ
の
時、

ふ
と
師

が
壮
年
の
頃
に
京
都
に
遊
学
し
た
こ
と
を
思
い
出
し、

真
似
を
す
る
よ
う
に
今
度
は
自
ら
が
欧
州
へ
の
留
学

を
目
指
し
た。

帝
大
哲
学
科
を
首
席
で
卒
業
し、

さ

ら
に
天
光
院
は
か
つ
て
浄
土
宗
学
本
校
が
置
か
れ
た

学
問
へ
の
因
縁
が
深
い
寺
だ
け
あ
っ
て、

自
負
心
を

持
つ
若
き
俊
オ
が
浄
土
宗
留
学
生
に
選
ば
れ
る
ま
で、

そ
う
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た。

◇
 

大
正
十
年
(
-
九
ニ
―
)

夏、
伸
び
た
髪
に
ポ
マ
ー

ド
を
塗
り
つ
け、

真
新
し
い
背
広
姿
の
正
順
先
生、

二
十
九
歳。

ポ
ケ
ッ
ト
に
片
手
を
入
れ、

颯
爽
と
神

戸
港
か
ら
旅
立
っ
た。

_|
—
や
っ
と
欧
州
に
来
た。
（
中
略）

道
に
し
て

過
ぎ
ゆ
く
端
麗
な
女
人、

町
を
出
て
爽
か
な
る
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
丘
上
の
眺
望、

私
の
自
動
車
が
駆
っ
て
壮

麗
な
る
公
園
に
入
っ
た
と
き
は、

歓
喜
は
そ
の
頂
に

近
づ
い
た。

僕
の
心
身
は
今
度
の
旅
を
楽
し
ん
で
い

る。

安
心
し
て
く
れ
給
へ
|_
_
 マ
ル
セ
ー
ユ
に
て
|_
_
 

そ
れ
か
ら
英
国
に
渡
り、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

学
で
宗
教
哲
学
の
研
鑽
を
積
ん
だ。

生
来
の
育
ち
の

ジ
ェ

ン
ト
ル
マ
ン
シ
ッ

プ

良
さ
に
加
え、

本
場
英
匡
で
紳
士
の
嗜
み
を
身
に
付

け
た。

そ
の
後、

ド
イ
ツ
に
渡
る
も
関
東
大
震
災
の

報
を
受
け、

帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
た。

◇
 

大
正
十
五
年
(
-

九
二
六）、

正
順
先
生
は
大
正

大
学
の
教
授
に
就
任
す
る。

当
時
の
正
大
に
は
東
京

帝
大
宗
教
学
の
大
先
輩、

椎
尾
辮
匡
・

矢
吹
慶
輝
の

両
教
授
が
君
臨
し、

特
に
矢
吹
先
生
と
は
宗
教
学
研

究
室
で
主
任
・

副
主
任
の
関
係
に
あ
っ
て、

大
い
に

社
会
的
宗
教
に
対
す
る
薫
陶
を
受
け
た。

ま
た
天
光

7 ※引用文は読みやすさのため'|日漢字等を手直ししています。
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院
で
は
土
曜
会
（
読
書
会）
を
開
催
し、
三
佐
藤
ー

賢
順
・
良
智・
密
雄
ー
や
中
村
康
隆
を
始
め
二
十
代

の
若
手
僧
侶
ら
と
交
流
し、

時
に
は
ス
キ
ー
を
楽
し

み、

時
に
は
仏
教
界
の
行
く
末
を
語
り
合
っ
た。
た

だ
こ
の
頃
か
ら
持
病
の
肺
を
悪
く
し、

書
斎
の
布
団

の
上
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
っ
た。

◇
 

昭
和
九
年
(-
九
三
四）、

日
本
仏
教
界
に
転
機

が
訪
れ
る。

そ
れ
ま
で
明
治
新
政
府
の
廃
仏
毀
釈
や

西
洋
思
想
の
輸
入
に
よ
り、

仏
教
は
影
を
潜
め
て
し

ま
っ
て
い
た。
そ
れ
が
昭
和
に
入
り
満
州
事
変
や
五・

一
五
事
件、

国
際
連
盟
脱
退
な
ど
社
会
情
勢
が
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中、

今一
度、

日
本
人
の
精
神

と
し
て
仏
教
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。
そ
し

て
友
松
円
諦
師
や
高
神
覚
昇
師
の
ラ
ジ
オ
放
送
「
聖

典
講
義」
で
一
気
に
爆
発
し
た。

世
に
い
う
昭
和
九

ル

ネ
サ
ン
ス

年
の
「
仏
教
復
興」
で
あ
る。
し
か
し
な
が
ら、
い

つ
の
時
代
も
伝
統
教
団
の
認
識
と
行
動
は
鈍
い。
い

ち
早
く
友
松・
高
神
の
両
師
が
察
知
し、

超
宗
派
の

「
全
日
本
真
理
運
動」
を
計
画
し
た。

も
ち
ろ
ん
正

順
先
生
も
こ
れ
を
見
逃
さ
ず
同
調
し
た。

一
方、

浄
土
宗
宗
務
所
で
は
教
学
部
長
・
辮
康
先

生
が一
人
気
を
吐
い
て
い
た。
「
わ
が
浄
土
宗
で
も、

こ
の
仏
教
復
興
に
乗
じ
て
策
を
講
じ
る
べ
き
だ
！」

と
叫
び、

東
京
の
第一
線
で
活
躍
す
る
中
堅
・
若
手

僧
侶
ら
を
集
め
て
何
度
も
会
合
を
開
き、

意
見
を

募
っ
た。ー

正
順
先
生
に
は
葛
藤
が
あ
っ
た。
そ
れ
は
法

然
上
人
や
浄
土
宗
に
対
す
る
想
い
で
あ
る。

友
で
あ

り
ラ
イ
バ
ル
だ
っ
た
友
松
師
と
共
に、

仏
教
復
興
の

気
運
に
任
せ、

超
宗
派
の
真
理
運
動
を
進
め
て
い
た。

だ
が
辮
康
先
生
の
祖
師
法
然
上
人
へ
の
情
熱
が、
正

順
先
生
を一
路
ぷ広
然
上
人
鐙
仰
会ク
と
い
う
新
計

画
へ
と
突
き
動
か
し
た
の
で
あ
る。

病
弱
な
体
で
あ

る
こ
と
も
忘
れ、

青
春
の
血
潮
が
み
な
ぎ
り、
四
十

二
歳
で
宗
門
を
先
導
す
る
覚
悟
を
決
め
た。
こ
う
し

8
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—

`干

て
真
野
正
順
・

中
村
絣
康
の
名
コ
ン
ビ
が
生
ま
れ、

賛
同
す
る
有
志
僧
侶
を
募
り、

法
然
上
人
鑽
仰
の
御

旗
を
社
会
に
打
ち
立
て
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
年

先
生
は、 X 

（
一

九
三
五）

が
創
刊
さ
れ
た
。

真
野
正
順
先
生
の
「
き
た
れ、

光
の
中
に
」

で
あ
る
。

じ

こ

こ

お
お

せ
い
め
い

な
か

み

自
己
を
超
え
て、

大
い
な
る
生
命
の
中
に
身
を

托
す
る
。

そ
れ
が
「
信
念
」

の
生

活
で

す。

し
ん
ね
ん

ひ
と

ま―)
と

い

こ
と

「
信
念
な
く
て、

人
は
真
に
生
き
る
事
は
で
き

わ
け

な
い
。
」

と
は
こ
の
理
で
あ
り
ま
す。

人
間
は、

色
々
な
「
縁」

に
支
え
ら
れ
生
き
て
い

る
。

け
れ
ど
一

度
「
縁」

が
乱
れ
れ
ば、

自
分
の
立

場
・

環
境
•

財
産
等
を
失
っ
て
し
ま
う。

時
代
が
変

わ
っ
て
も
こ
の
本
質
は
変
わ
ら
な
い
。

だ
か
ら
人
間

は
不
安
に
な
り、

X 

そ
の
記
念
す
べ

き
巻
頭
講
話
が、

社
会
や
自
然
の
荒
波
の
中
で、

自

己
の
殻
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
る
。

し
か
し
正
順

じ

＞』
ょ
う

な
か

せ
い
い
つ

ば
い

は
く
ね
つ

て
さ

「
事
業
の
中
に
精
一

杯、

白
熱
的
に
プ
ツ

X 

五
月、
月
刊
誌

X 

『
浄
土』

，
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そ
こ

あ
げ

か
ん
ど
う

か
っ
た
と
き、
心
の
底
か
ら
こ
み
上
げ
て
く
る
感
動」

の
よ
う
な、

誰
も
が
経
験
の
あ
る
自
己
を
忘
れ
て
何

か
に
打
ち
込
ん
だ
と
き
こ
そ、

返
っ
て
自
分
自
身
や

「
縁」
が
よ
く
活
き
て
く
る
と
説
く。
つ
ま
り
自
己

を
超
え
て、
大
生
命
に
身
を
任
せ
る
こ
と
が、「
信
念」

の
生
活
で
あ
り、

本
当
に
安
心
し
て
生
き
る
道
と
な

る
の
で
あ
る。

◇
 

思
え
ば
い
つ
だ
っ
て
人
生
で
痛
感
す
る
こ
と
は、

心
底
打
ち
込
め
る
も
の
が
あ
る
幸
せ、

ろ
う
か。

で
は
な
い
だ

た
だ
正
順
先
生
が
こ
こ
で
読
者
に
問
う
て

い
る
の
は、
そ
れ
の
有
無
で
は
な
い。
そ
の
存
在
が
常

に
私
た
ち
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る。

か
が
ゃ

せ
い
め
い

わ
れ

ら

ず

輝
く
生
命
は
た
え
ず
我
等
の
頭
上
に
あ
る。
光

み

じ
ょ
う

ど

す
で

そ

こ

り
に
満
つ
る
浄
土
は
既
に
其
処
に
し
つ
ら
え
ら

わ
れ
わ
れ

は
い

れ
て
あ
る。

我
々
は
た
だ
そ
れ
に
入
れ
ば
よ
い。

U
と
け

ね
ん

せ
い
か
つ

絶
え
ず、

仏
を
念
ず
る
と
き
に、
わ
が
生
活
は、

お
の
す
か
ら
其
限
り
な
き
生
命
の
光
に
潤
う
の

◇
 

「
き
た
れ、

光
の
中
に」

こ
の
輝
く
大
生
命
が
阿
弥
陀
仏
で
あ
り、

光
に
満

ち
る
浄
土
の
世
界
は
目
の
前
に
広
が
っ
て
い
る。
け

れ
ど、
一
切
の
衆
生
を
救
わ
ん
と
す
る
生
命
の
光
を

信
じ
て、

身
を
任
せ
る
に
は、

逆
に
己
の
光
を
消
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
正
順
先
生
は
い
う

る心
仏
と

は
己
を
滅
す
る
道ク
で
あ
る
と。
そ
れ
こ
そ
が
法
然

上
人
の
い
う
ヶ
愚
に
還
れク
の
意
味
で
あ
る
と。

今

私
た
ち
に
必
要
な
こ
と
は、

自
己
の
殻
に
閉
じ
こ
も

る
こ
と
で
も、

ま
し
て
や
自
我
を
剥
き
出
し
に
し
て

他
者
と
ぶ
つ
か
る
こ
と
で
も
な
い。
た
だ
ひ
た
す
ら

ね
ん
ぷ
つ

せ
い
か
つ

に
「
念
仏
の
生
活」
を
す
る
こ
と
で
あ
る。

念
仏
こ

そ
が、

己
を
空
し
く
し
て
真
実
に
己
を
活
か
す
ー
自

ず
か
ら
辿翌
か
に
な
り
光
に
融
け
ゆ
<
|
浄
土
信
仰
者

の
道
で
あ
る
と、

法
然
上
人
の
教
え
を
広
く
大
胆
に

捉
え
て、
正
順
先
生
は
説
い
た
の
で
あ
る。

で
あ
る。

10 



◇
 

伝
え
て
い
る
の
で
あ
る。

◇
 

◇ 

そ
れ
ゆ
え
彼
ら
は、

法
然
上
人
の
大
き
な
人
格
に
触

れ
て、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
念
仏
信
仰
に
入
ら

し
め
る
の
た
め
に、

法
然
上
人
鑽
仰
会
を
組
織
し
た。

一

人
で
は
長
く
続
か
な
い
こ
と
で
も、

志
を
同
じ
く

す
る
者
が
集
ま
れ
ば、

自
然
と
心
持
ち
が
違
っ
て
く

る。

鑽
仰
会
で
は、

僧
俗
問
わ
ず
会
員
一

人
ひ
と
り

が
隣
近
所
に
呼
び
か
け
て
支
部
（
会
員
五
人
以
上）

を
作
り、

そ
し
て
支
部
同
士
が
集
ま
っ
て
よ
り
大
き

な
聯
合
支
部
を
作
っ
た。

正
順
先
生
は、

個
々
で
は

小
さ
な
波
で
も、

互
い
に
連
携
す
れ
ば、

皆
の
「
念

ぶ
つ

せ
い
か
つ

仏
の
生
活」

が
大
き
な
う
ね
り
と
な
り、

ひ
い
て
は

地
上
に
浄
土
の
影
を
映
し
て、

よ
き
社
会
を
築
い
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
確
信
し
て
い
た。

先
生
も
ま
た

念
仏
が
ク
生
き
る
ク

教
え
だ
と
い
う
こ
と
を
確
か
に

正
順
先
生
は
こ
う
私
た
ち
に
呼
び
か
け
る。

ね
ん
ぷ
つ

せ
い

か
つ

し、
「
念
仏
の
生
活」

を
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。

ヽ
＇

し
カ

ー・也

，
＇
 

し

正
順
先
生、

そ
し
て
龍
洵
先
生、

紡
が
れ
た
バ
ト

ン
の
光
は、

こ
れ
か
ら
も
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す。

つ

き
か
げ

さ
と

月
影
の
い
た
ら
ぬ
里
は
な
け
れ
ど
も

な
力

そ
Z

眺
む
る
の
心
に
ぞ
す
む

は
う
ね
ん
し
ょ
う
に
ん

ー
法
然
上
人
1

/z 
晩年、 天光院の書斎にて

真
野
正
順

ま
の
・

し
ょ
う
じ
ゅ
ん

明
治
二
十
五
年
(
-

八
九
二）
ー

昭
和
三
十
七
年
(
-

九
六
二）

。

東
京
都

生
ま
れ 。

天
光
院
二
十
一

世 。

文
学
博
士 。

大
正
大
学
学
長 。

昭
和
一

八

年
（
一

九
四
三）

、

浄
土
宗
教
学
院
初
代
院
長
と
な
り 、

組
繊
宗
学
大
成

の
た
め
宗
門 、

学
界
の
一

体
化
に
努
力
し
た

。

ま
た
法
然
上
人
鉗
仰
会
を

設
立
し 、

月
刊
誌
『
浄
土J

を
創
刊
し
た 。

世
寿
七
十
歳 。

著
書
に
『
仏

教
に
お
け
る
宗
観
念
の
成
立』
（
理
想
社 、

一

九
六
四） 、
『
日
本
人
の
信
仰

と
生
活』
（
法
然
上
人
鉗
仰
会 、

一

九
六
六）

等
が
あ
る 。

11 写真提供 東京・天光院



急増する
「墓じまい」に逆行！
意外な若者の死生観

墓がない
[

1ヶ月に1回
いかない 2% 3% 

3年に1回8こ
へ

；二＂�3ヶ問4i`
1回

8% 
2年に1回ー／7

4% 

問1 墓参りをどれくらいの頻度でするか

『
お
寺
の
日
本
地
図
名
刹
古
刹
で
め
ぐ
る
47
都
道
府
墨
著
者

鵜
飼
秀
徳の
玉
寸
々

刻

夕

そ
の

— ― 

四

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
大
学
前
期
の
授
業
が
終
わ
っ
た。
私
は
佛

教
大
学
と
東
京
農
業
大
学
の
2
校
で
非
常
勤
講
師
を
し
て
い
る。

東
京
農
業
大
学
で
は
過
去
3
年
間
に
わ
た
っ
て、
「
若
者
の
死
生

観
ア
ン
ケ
ー
ト」
を
継
続
し
て
実
施
し
て
き
た。
そ
の
調
査
項
目「
墓

参
り」
と「
葬
式」
に
つ
い
て
の
結
果
が
出
た。
有
効
回
答
数
は
8

5
5
人。
20
歳
前
後
の”
今
ど
き“
の
若
者
の
葬
送
観
は、
な
か
な

か
意
外
な
結
果
で
あ
っ
た
の
で、
こ
こ
で
紹
介
し
た
み
た
い
と
思
う。

ち
な
み
に
佛
教
大
学
で
は
浄
土
宗
寺
院
の
子
弟
が
混
じ
っ
て
お

り、

死
生
観
に
関
す
る
質
問
で
は
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
し
ま
う

た
め、

同
調
査
は
実
施
し
て
い
な
い。

ま
ず、
「
墓
参
り
の
頻
度」
に
つ
い
て
聞
い
た。
だ
い
た
い
ー

年
に
1
度
行
く
と
い
う
回
答
が
最
も
多
く
3
割
(

32

%
)

を
占
め

た。
「
年
に
2
回
以
上」
は
46
%。
う
ち
3
％
は
ひ
と
月
に
1
度

の
ペ
ー
ス
で
行
く
と
い
う。
墓
参
り
が
日
常
習
慣
化
し
て
い
る
若

者
も一
定
割
合
い
た。

一
方
で、
「
3
年
に
1
回
程
度」
が
8
%、
「
行
か
な
い」
は

8
％
で
あ
っ
た。
た
だ
し、
地
方
都
市
か
ら
東
京
へ
進
学
し
た
学

生
が
今
後、

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら、
ど
れ
だ
け
の
頻
度
で
故
郷



寺々刻々

納骨堂
2% 

Wでの散骨を

希望する
6% 

墓はいらない
12% 

なくてもいい

7% 

どちらでもいい

9% 

どちらかといえば

あったほうがいい

19% 

｀
問2

必要ない

2% 

墓は必要だと思うか

海での散骨を

希望する
10% 

自分だけの墓に

入りたい
14% 

親や祖父母と一緒の

墓に入りたい

56% 

問3 あなたはどんな墓に埋葬されたいか

頃
だ。

の
墓
参
り
を
継
続
し
て
い
く
か。

て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る。

昨
今、

終
活
の
一

環
と
し
て
「
墓
じ
ま
い
」

傾
向
が
高
ま
っ
て

い
る
が、

大
学
生
の
「
墓
の
継
承」

の
意
識
に
つ
い
て
も
調
べ
て

み
た。
「
墓
は
必
要
だ
と
思
う
か」

の
質
問
に
た
い
し
て
は、
「
絶

対
必
要」
「
ま
あ
必
要」

が
63
％
を
占
め、

否
定
派
は
9
％
に
過

ぎ
な
か
っ
た
の
は
意
外
で
あ
っ
た。

よ
り
詳
細
に
聞
い
た。

「
あ
な
た
は
ど
ん
な
墓
に
埋
葬
さ
れ
た
い
か
」
。

従
来
の
家
墓
の

制
度
に
準
じ
た
「
親
や
祖
父
母
と
一

緒
の
墓
に
入
り
た
い
」
(

56

%
)

が
ト
ッ
プ
で、

「
自
分
だ
け
の
墓
に
入
り
た
い
」
(

14

%
)

「
海
で

の
散
骨」
(

10

%
)

「
山
へ
の
散
骨」
(

6

%
)

「
墓
は
い
ら
な
い
」

(

12

%
)

を
凌
駕
す
る
結
果
と
な
っ
た。

「
あ
な
た
は
一

族
の
お
墓
を
守
っ
て
い
く
か」

に
つ
い
て
は、
「
守
っ

て
い
く」
(

64

%
)

「
祖
父
母
の
墓
ま
で
は
守
る」
(

14

%
)

「
親
の
代

ま
で
守
る」
(

14

%
)
。

先
祖
供
養
に
た
い
す
る
意
識
も
高
か
っ
た。

授
業
を
受
け
て
い
る
の
は、

即
物
主
義
社
会
に
育
っ
た
現
代
っ

子
で
あ
る。

墓
参
り
よ
り
も
優
先
し
た
い
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
る
年

一

般
的
に
は
若
者
は
墓
に
無
頓
着
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て

こ
の
よ
き
習
慣
を
ず
っ
と
続
け

13 



山での散骨
1% 

海での散骨—--7

7% 

個人の墓に入れたい
15% 

墓はいらない
2% 

一族の墓に入れたい
73% 

問4 あなたの祖父母や両親はどんな墓に埋葬したいか

早くお墓を処分したい
3% 

親の墓までは守る
14% 

祖父母の墓までは守る
14% 

守るべき墓がない
5% 

問5 あなたは一族の墓を守っていくつもりか

今
回、

い
た
が、

そ
れ
は
と
ん
だ
誤
解
だ
っ
た
よ
う
だ。

ち
な
み
に
全
国

石
製
品
協
同
組
合
が
2
0
1
6
年
に
実
施
し
た
調
査
で
は
「
墓
参

り
は
年
に
2
回
以
上
行
く」

と
回
答
し
た
40
代
は
6
割
弱。

仕
事

を
抱
え
て
い
る
と
墓
参
り
す
る
余
裕
も
な
く
な
っ

て
し
ま
う
が、

コ
ロ
ナ
禍
で
リ
モ
ー
ト
作
業
が
増
え、

そ
の
結
果、

墓
参
り
の
傾

向
が
高
ま
っ

て
い
く
こ
と
も
想
定
で
き
る。

一

方
で
核
家
族
化
や
長
寿
化
社
会
に
な
っ

て、

と
か
く、

「
家

族
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」

と
し
て、

墓
じ
ま
い
が
増
え
て
い

る。

厚
生
労
働
省
の
衛
生
行
政
報
告
例
で
は、

最
新
の
2
0
1
9

年
度
集
計
で
「
改
葬」

件
数
は
12
万
4
3
4
6
件。

2
0
0
0
年

代
後
半
は
だ
い
た
い
7
万
2
0
0
0
\
3
0
0
0
件
で
推
移
し
て

い
た
か
ら、

近
年、

墓
じ
ま
い
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る。

こ
れ
は
葬
送
の
担
い
手
（
主
に
団
塊
世
代、
ポ
ス
ト
団
塊
世
代）

の
死
後
に
た
い
す
る
意
識
の
変
化
が
読
み
取
れ
る。

実
際
に
墓
守

り
が
で
き
な
い
物
理
的
な
理
由
も
あ
ろ
う
が、

老
後
マ
ネ
ー
ヘ
の

心
配
や、

あ
る
い
は
将
来
的
な
「
負
担」

を
子
ど
も
や
孫
に
背
負

わ
せ
た
く
な
い
と
の、

「
付
度」

も
そ
こ
に
は
あ
る
だ
ろ
う。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
者
は、

そ
ん
な
「
葬
送
の
現
実
」
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守々刻々

葬式はやらない
（直葬） ＼ 

3% 

う
か
い
し
ゅ
う
と
く

1
9
7
4
年
京
都
市
生
ま
れ 。
大
学
卒
業
後 、
新
聞・

雑
誌
記
者
を
経
て
2
0
1
8
年
に
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
独
立 。
「
仏
教
界

と
社
会
と
の
接
点
づ
く
り」
を
テ
ー

マ
に
活
動
を
続
け
る 。
最
新
刊
に
「
お
寺

の
日
本
地
図

名
刹
古
刹
で
め
ぐ
る
47
都
道
府
県」
（
文
春
新
書） 。
東
京
農
業

大
学・
佛
教
大
学
非
常
勤
講
師 、
一
般
社
団
法
人
「
良
い
お
寺
研
究
会」
代
表

理
事 。
京
都
教
区
正
覚
寺
住
職 。

お金がかかるので
親族のみで行いたい

（家族葬）
48% 

問6

お金をかけずに
多くの人を集めたい

28% 

あなたの親の葬式の規模

葬式はやらない
（直葬）
19% 

お金がかかるので
親族のみで行いたい

（家族葬）
47% 

なるべく盛大に
行いたい

12% 

お金をかけずに
多くの人を集めたい

22% 

問7 あなた自身の葬式

を
知
ら
な
い
若
者
で
あ
る。

純
粋
に
「
き
ち
ん
と
死
後
を
弔
い
た

い」

と
い
う
想
い
が、

強
く
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う。

だ
か
ら
こ
そ、

若
い
世
代
に
た
い
し
て、
「
供
養
の
大
切
さ」

を
学
校
や
家
庭
で
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う。

残
念
な
が
ら、

日
本
に
お
い
て
は
公
的
な
教
育
現
場
で
は
死
の

教
育
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い。

死
を
学
べ
る
機
会
は、

葬

式
の
場
く
ら
い
な
も
の
だ
が、

そ
れ
も
都
会
で
は
家
族
葬
や
直
葬

と
い
っ
た
「
閉
じ
ら
れ
た
葬
送」

に
よ
っ
て
忌
避
さ
れ
つ
つ
あ
る。

コ
ロ
ナ
禍、

さ
ら
に
葬
送
の
形
態
の
簡
略
化
が
進
む。

「
墓
参
り
は
必
要
な
い」

と
す
る
若
者
が
増
え
れ
ば、

将
来
的
に

社
会
倫
理
は
大
き
く
崩
壊
す
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
を
覚
え
る。

あ
る
学
生
が、

言
っ
た
こ
と
が
胸
に
響
い
た。
「
感
謝
の
こ
こ

ろ
を
忘
れ
ず
に、

お
墓
に
死
者
の
魂
は
宿
る
と
い
う
日
本
人
な
ら

で
は
の
考
ス
方
は、

と
て
も
素
敵
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た」

コ
ロ
ナ
禍
で
の
2
度
目
の
お
盆
が
終
わ
っ
た。

コ
ロ
ナ
感
染
者

が
急
増
し、

ま
た、

猛
暑
の
中
で
あ
っ
た
が、

そ
れ
で
も
孫
を
連

れ
た
祖
父
母
の
姿
も
あ
っ
た。

心
を
こ
め
て、

ご
供
養
を
手
向
け

な
け
れ
ば
と、

気
を
引
き
締
め
た。
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◆
登
場
者
◆

佐
山
拓
郎

さ
や
ま

た
く
ろ
う

1
9
7
5
年

栗
京
都
台
乗
区
生
ま
れ。

栗
京

教
区
・

根
岸

西
念
寺
所
属。

大
正
大
学
仏
教

学
部
卒
業。

ジ
フ
リ
原
作
者
の
父
の
影
響
で、

幼
少
よ
リ
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
親
し
み、

仏
教

と
融
合
さ
せ
た
法
話
を
実
践、

W
e
b
サ
イ
ト

「
こ
こ
よ
り
」

で
一
ド
ラ
コ
ン
ポ
ー
ル
法
話]

を
連
載。

ま
た
「
ド
ラ
ク
エ
法
話」

も
行
う。

著
雪
『
流
さ
れ
な
い
練
習j
（
三
笠
書
房

知

的
生
き
か
た
文
雇）
。

今
号
の
お
す
す
め
は
ち

ば
て
つ
や
さ
ん
の
『
ひ
ね
も
す
の
た
リ
日
記』

仏
教
X
マ
ン
ガ
シ
リ
ー
ズ
最
後
は
「
こ
の
令
和
に
法

然
上
人
を
マ
ン
ガ
で
描
い
て
も
う
ら
と
し
た
ら
こ
の

作
家
さ
ん
！
」

そ
し
て
青
年
僧
に
ぜ
ひ
読
ん
で
も
ら

い
た
い
一

冊
と、

マ
ン
ガ
を
入
り
口
に
し
た
仏
教
放

談
を
お
届
け
し
ま
す。

工
藤
量
導

リ
ょ
う
ど
う

1
9
8
0
年

青
森
隈
今
別
町
生
ま
れ。

爾
森

教
区
・

栗
津
軽
郡

本
覚
寺
副
住
職。

大
正
大

学
大
学
院
仏
教
学
部
仏
教
学
科
博
士
後
期
課
程

終
了（
博
士
・

仏
教
学）
。

専
門
は
中
国
隋
唐
代

の
浄
土
教
思
想。
一
孝
蘊
l

『
迦
オ
「
浄
土
論」

と

中
国
浄
土
教
ー
凡
夫
化
土
往
生
説
の
思
想
形
成

ー』
（
法
蔵
館）
。

現
在、

浄
土
宗
総
合
研
究
所

研
究
員、

大
正
大
学
非
常
勤
講
師‘

淑
徳
大
学

兼
任
講
師、

ひ
と
さ
じ
の
会
理
事。

時
々
読
み

返
し
た
く
な
る
マ
ン
ガ
は
市
川
春
子
＝
虫
と
歌
l

く
ど
う

服
部
祐
淳）

大
橋
雄
人

お
お
は
し

ゅ
う
に
ん

1
9
8
1
年

神
奈
川
県
川
崎
市
生
ま
れ。

神
奈
川
教
区
高
津
・

大
蓮
寺
住
職。

大
正
大

学
仏
教
学
科
卒
業。

大
正
大
学
大
学
院
修
了。

博
士
（
仏
教
学）
。

大
正
大
学
非
常
勤
講
師、

浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員、

大
本
山
光
明

寺
記
主
禅
師
研
究
所
研
究
員。

ほ
か
全
国
浄

土
宗
青
年
会
幹
事、

全
日
本
仏
教
青
年
会
事

務
局
次
長
な
ど
も
務
め
る。

今
月
の
お
す
す

め
マ
ン
ガ
は
荒
川
弘
の
『
百
姓
貴
族」

仏
教
X
マ
ン
ガ

③

5

（
聞
き
手
・

編
集



ぶつぶつ放談

最
澄
と
空
海
を
モ
デ
ル
に
し
た
マ
ン
ガ、
『
阿．

呼』

や
親
鸞
を
描
い
た
『
歎
異
抄』

が
講
談
社
か
ら

発
売
さ
れ
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
が、

法
然
上
人
を

題
材
に
し
た
マ
ン
ガ
は
浄
土
宗
発
行
の
も
の
を
除
け

ば
あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん。

も
し
法
然
上
人
を
マ
ン
ガ
化
す
る
な
ら
ど
の
作
家

に
描
い
て
も
ら
い
た
い
で
す
か
？

工
藤

「
近
代
の
法
然
上
人
観
」

を
研
究
し
て
い
る

先
輩
が
い
る
の
で
す
が、

時
代
に
よ
っ

て
求
め
ら
れ

る
法
然
像
が
微
妙
に
変
化
し
て
い
る
そ
う
な
の
で
す。

例
え
ば
「
四
十
八
巻
伝』

は
史
実
に
加
え
て、

鎌
倉

時
代
に
求
め
ら
れ
た
法
然
像
が
描
か
れ
て
い
る
そ
う

で
す
が、

確
か
に
時
代
に
よ
っ

て
若
干
の
脚
色
が
な

さ
れ
る
部
分
が
あ
る
よ
う
で
す。

そ
の
延
長
線
上
で、

で
は
現
代
で
表
現
す
る
な
ら

ど
う
だ
ろ
う
と
先
薩
と
一

緒
に
考
え
て
み
た
ら、
や
っ

ぱ
り、

絵
巻
な
ら
ぬ
マ
ン
ガ
に
な
る
わ
け
で
、

先
輩

と
大
真
面
目
に
ど
な
た
に
描
い
て
も
ら
お
う
か
と
話

司
会

（
笑）
。

し
合
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す。

令
和
の
法
然
上
人
像

を
描
い
て
欲
し
い
の
は
誰
か、

で
す
ね。

大
橋

『
阿
．

叫』

が
こ
の
前
最
終
回
を
迎
え
ま
し
た

の
で、

最
澄、

空
海
に
続
い
て
ぜ
ひ、

お
か
ざ
き
真

里
さ
ん
に
描
い
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね。

ク
ー
ル
な
仕
上
が
り
に
な
る
で
し
ょ

う
ね
。

佐
山

私
は
浦
沢
直
樹
(
『
Y
A
W
A
R
A』
『
20
世
紀
少
年』

な
ど）

に
期
待
し
た
い
で
す
ね。

作
家
の
個
性
が
出

す
ぎ
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
（
笑）
。

数
年
前
に
マ
ン
ガ
家
が
仏
像
を
描
く
展
示
会
（
漫

画
家
に
よ
る
仏
の
世
界
展）
に
も
参
加
し
て
い
て、
「
わ

ら
し
地
蔵
」

を
出
品
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

工
藤

他
の
人
が
絶
対
し
な
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
描
い

て
く
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

な
お
か
つ

ポ
ッ
プ
に
売
れ
線
に
。

そ
の
点
で
は
面
白
そ
う
！

佐
山

攻
め
る
な
ら
福
本
伸
行
（
『
カ
イ
ジ』

な
ど）

も
面
白
そ
う
で
す
よ
ね。

き
っ
と
圧
倒
的
挫
折
か
ら

物
語
が
始
ま
り
ま
す
よ
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工
藤

う
（
苦
笑）

大
橋

確
か
に
あ
ま
り
重
す
ぎ
な
い
作
風
の
方
が
い

い
で
す
よ
ね。

カ
イ
ジ
は
攻
め
す
ぎ
で
す
が
（
笑）

工
藤

私
は
昔
か
ら
よ
し
な
が
ふ
み
（
『
大
奥』

『
西

洋
骨
菫
洋
菓
子
店』

な
ど）

に
描
い
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

女
性
の
視
点
か
ら
法
然
上
人

を
描
い
て
も
ら
っ

た
方
が
今
の
時
代
に
フ
ィ
ッ

ト
す

る
と
思
っ

て
い
て
、

実
は
法
然
上
人
は
モ
テ
モ
テ

だ
っ

た
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
す。

と
は
い
え、

色

恋
沙
汰
で
は
な
く、

ど
う
し
て
も
好
か
れ
て
し
ま
う、

と
い
う
人
柄
を
う
ま
く
出
せ
れ
ば
と
。

も
う
一

人
は
川
原
泉
（
『
笑
う
大
天
使』

な
ど
）

を
椎
し
た
い
で
す
ね。

少
女
マ
ン
ガ
の
重
鎖
中
の
重

鎮
み
た
い
な
方
で
す。

も
と
も
と
物
語
が
哲
学
調
な

の
で
す
が、

少
女
マ
ン
ガ
が
醜
す
タ
ッ
チ
の
軽
や
か

さ
で
深
い
内
容
を
さ
ら
っ
と
落
と
し
込
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す。 も

う
往
生
が
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
な
っ

ち
ゃ
い
そ

し
ん
ぽ
』

佐
山

確
か
に
女
性
作
家
さ
ん
の
方
が
肩
の
力
が
抜

け
て
い
た
り、

ど
こ
か
達
観
し
て
い
る
作
風
で
す
か

ら、

宗
教
家
と
い
う
重
め
の
題
材
を
描
く
に
は
あ
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね。

私
は
バ

リ
バ

リ
の

少
年
マ
ン
ガ
派
な
の
で
そ
の
発
想
は
な
か
っ

た
で
す。

で
も、

ガ
チ
ガ
チ
に
力
入
れ
て、

ザ
ワ
ザ
ワ
し
な

が
ら
往
生
を
目
指
す
福
本
法
然
は
見
た
く
な
い
で
す

ね
（
笑）
。

女
性
作
家
な
ら
高
橋
留
美
子
（
『
う
る
星
や
つ
ら』

ほ
か）

は
ど
う
で
し
ょ
う。

き
っ
と
す
ご
い

取
材
し

て
面
白
く
描
い
て
く
れ
そ
う。

工
藤

こ
の
話
は
先
蔽
に
伝
え
て
お
き
ま
す
ね
！

司
会

令
和
の
法
然
像、

ぜ
ひ
マ
ン
ガ
で
実
現
し
て

ほ
し
い
で
す
！

佐
山 次

は
仏
教
マ
ン
ガ
に
は
属
し
て
い
な
い
け
ど、

実

は
そ
う
読
め
る
一

冊
を。

中
道
を
表
し
て
い
る
い
い
シ
ー
ン
を
『
美
味

に
見
つ

け
ま
し
た
。
「
と
ん
か
つ

慕
情
」
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ぶつぶつ放談

と
い
う
回
で、

偉
く
な
っ
た
社
長
さ
ん
が
学
生
時
代

に
食
べ
て
い
た
と
ん
か
つ
屋
で
の
話
で
す。

そ
こ
の
女
将
さ
ん
が、
「
い
い
か
い
、

こ
こ
の
と

ん
か
つ
を
食
べ
て
偉
く
な
る
の
だ
よ
」

っ
て
後
の
社

長
さ
ん
を
励
ま
す
の
で
す
が、

女
将
さ
ん
を
ご
主
人

の
大
将
が、
「
僻
く
な
る
必
要
な
ん
て
な
い
の
だ
よ、

と
ん
か
つ
を
い
つ
で
も
食
え
る
ぐ
ら
い
に
な
り
な」
っ

て
諭
す
の
で
す。

人
間、

偉
す
ぎ
ず
貧
乏
す
ぎ
ず、

丁
度
よ
く
つ
て

ま
さ
に
中
道
で
あ
り、

小
欲
知
足
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
よ
ね。

そ
の
後、

店
が
閉
店
す
る
と
聞
い
た
社
長

が、

そ
の
と
ん
か
つ
を
再
び
食
べ
て
初
心
を
思
い
出

す
の
で
す
が、

と
て
も
心
地
よ
く
読
め
ま
す。

工
藤

仏
教
を
感
じ
る
マ
ン
ガ
っ
て
結
局、

仏
教
を

学
ん
だ
人
が
「
こ
れ
は
仏
教
マ
ン
ガ
」

だ
っ
て
思
え

ば
そ
う
な
る
の
で
す
よ
ね
（
笑）
。

仏
教
は
多
様
性

に
富
ん
で
い
て、

日
本
の
宗
派
だ
け
で
も
こ
れ
だ
け

あ
る
の
で
す
か
ら、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
見
れ
ば
何

と
で
も
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う。

大
橘

セ
リ
フ
だ
け
で
も、

ち
ょ
っ
と
仏
教
語
が
登

場
す
る
パ
タ
ー
ン
も
増
え
て
い
ま
す
よ
ね。

ラ
イ
ト

ノ
ベ
ル
な
ど
で
は
「
転
生
」

が
流
行
っ
て
い
ま
す
が、

「
転
生
」

先
の
世
界
の
住
人
が
仏
教
用
語
を
使
っ
て

い
る
と
妙
な
違
和
感
も
覚
え
ま
す。

工
藤

「
転
生
」

で
言
う
と、

団
塊
の
世
代
が
非
科

学
的
な
も
の
や
来
世
を
積
極
的
に
信
じ
な
い
傾
向
に

あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
が、

我
わ
れ
よ
り
下
の
30
歳
以

下
は、

比
較
的、

来
世
を
素
直
に
受
け
入
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す。

オ
ウ
ム
の
事
件
も
タ
イ
ム
リ
ー

に
は
知
ら
な
く
て、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
的
な
も
の
に

も
さ
ほ
ど
拒
否
感
も
大
き
く
な
い
。

こ
の
背
景
に
は
マ
ン
ガ
の
物
語
の
影
響
が
あ
る
と

思
い
ま
す。

ヒ
ッ
ト
し
た
『
君
の
名
は』

も
そ
う
で

す
が、
「
転
生
」、
「
輪
廻
転
生
」、
「
来
世
」

と
い
う

要
素
を、

若
い
世
代
は
物
語
と
し
て
自
然
と
受
け
入

れ
て
い
ま
す。

ち
な
み
に
大
学
で
浄
土
教
美
術
の
授
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業
も
し
て
い
る
の
で
す
が、

学
生
に
は
極
楽
や
来
迎

図
よ
り
も
地
獄
が
圧
倒
的
に
人
気
の
よ
う
で
す
（
笑）
。

司
会

最
後
に
「
お
説
教
の
ヒ
ン
ト
に
な
る」

な
ど、

青
年
僧
に
お
勧
め
の
マ
ン
ガ
を
教
え
て
下
さ
い
。

大
橋

学
生
に
は
小
林
ロ
ク
さ
ん
の
『
ぶ
っ
カ
フ
ェ
ー．』

を
勧
め
て
い
ま
す。

お
坊
さ
ん
が
営
業
す
る
カ
フ
ェ

が
舞
台
で、

日
常
生
活
の
中
の
仏
教
が
コ
ミ
カ
ル
に

描
か
れ、

仏
教
語
の
説
明
も
杓
子
定
規
に
な
ら
ず
上

手
だ
と
思
い
ま
す。

直
接
お
説
教
の
題
材
と
し
て
で

は
な
く、

一

般
の
方
に
仏
教
が
ど
う
受
け
止
め
ら
れ

て
い
る
か
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
い
、

ど
う
仏
教
を
説

く
の
か
を
考
え
て
欲
し
い
で
す。

W
e
b
上
で
無
料

で
読
め
る
の
も
お
勧
め
ポ
イ
ン
ト
で
す。

佐
山

私
は
今
だ
か
ら
こ
そ
『
キ
ン
肉
マ
ン
』

を
勧

め
た
い
で
す。

1
9
7
9
（
昭
和
54

)

年
に
連
載
が

始
ま
り
ま
っ
た
『
キ
ン
肉
マ
ン
』

で
す
が、

実
は
今

で
も
W
e
b
上
で
連
載
中
の
現
役
マ
ン
ガ
で
す。

キ
ン
肉
マ
ン
ニ
世
の
話
も
終
わ
っ
て、

今
は
再
び

初
代
の
話
に
戻
っ

て
き
て
い
ま
す。

そ
こ
で
は
エ

リ
ー
ト
意
識
を
持
つ
パ
ー
フ
ェ

ク
ト
超
人
た
ち
が
登

場
す
る
の
で
す
が、

負
け
た
ら
死
な
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
掟
が
あ
り
ま
す。

確
か
に
勝
ち
続
け
る

こ
と
は
誇
り
で
す
が、

つ
ま
り
は
負
け
て
得
ら
れ
る

成
長
は
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す。

そ
れ
で
も
キ
ン
閻
マ
ン
ら
正
義
超
人
は
負
け
を
糧

に
し
て
「
友
情
」
「
努
力
」

を
経
て
「
勝
利
」

を
も

ぎ
取
る
わ
け
で
す。

仏
教
は
「
人
生
は
苦」

と
説
く

わ
け
で
す
か
ら、

負
け
て、

失
敗
し
て
か
ら
ど
う
動

く
か
を
読
み
解
い
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね。

工
藤

必
ず
し
も
か
っ
こ
い
い
だ
け
が
ヒ
ー
ロ
ー
で

は
な
い
で
す
か
ら
ね。

キ
ン
肉
マ
ン
は
何
度
も
負
け

て
い
て、

這
い
上
が
る
姿
に
惹
か
れ
る。

佐
山

新
シ
リ
ー
ズ
で
面
白
い
の
が、

負
け
て
い
っ

た
悪
魔
超
人
が
成
長
し
て
戻
っ
て
き
て
一

緒
に
戦
う

の
で
す。

そ
の
理
由
が、
「
正
義
超
人
が
殺
意
を
も
っ

て
相
手
を
倒
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ、

だ
っ
た
ら
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ぶつぶつ放談

◆◆◆マンガになった法然上人◆◆◆

『
マ
ン
ガ
法
然
上
人
伝』

発
行

こ
浄
土
宗
出
版
室

監
修
る

阿
川
文
正

脚
本
こ

佐
川
哲
郎

絵

ぶ
川
本
コ
ウ

B
6

変
型
判

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
法

然
上
人
の
ご
生
涯
と
教
え
が
わ
か
る
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
の
マ
ン
ガ
本。

「
上
人
の
教
え
を
よ
り
理
解
し、

そ
の
教
え

に
導
か
れ‘

充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す」

ー
阿
川

文
正

あ

と
が
き
よ
リ

2
0
8

頁

そ
こ
は
俺
た
ち
に
任
せ
ろ
」

と。

つ
ま
り
は
自
ら
泥

水
役
を
買
っ
て
出
る
の
で
す
よ。

布
施
の
精
神
に
も

つ
な
が
り
ま
す
し、

蒻
い
と
感
心
し
ま
し
た。

パ
ー

フ
ェ
ク
ト
超
人
の
よ
う
に
自
分
が
完
璧
だ
と
偉
ぶ
っ

た
お
坊
さ
ん
に
は
な
っ
て
は
い
け
な
い
で
す
ね
（
笑）
。

工
藤

私
は
こ
う
の
史
代
の
作
品
で
す
ね。

代
表
作

の
『
こ
の
世
界
の
片
隅
に』

や
『
夕
凪
の
街

桜
の

園』

や
は
広
島
原
爆
を
描
い
た
作
品
で、

映
画
や
T

＞
ド
ラ
マ
化
な
ど
も
さ
れ
た
の
で
皆
さ
ん
も
ご
存
じ

だ
と
思
い
ま
す。
『
さ
ん
さ
ん
録』

と
い
う
作
品
は

妻
に
先
立
た
れ
た
お
じ
い
さ
ん
が
妻
の
書
き
残
し
た

「
生
活
の
知
恵
ノ
ー
ト
」

を
も
と
に
日
々
を
生
き
て

い
く
と
い
う
話
で、

あ
り
き
た
り
な
日
常
の
大
切
さ

を
じ
ん
わ
り
と
伝
え
て
く
れ
ま
す。

グ
リ
ー
フ
ケ
ア

に
も
通
じ
て
い
て、

お
坊
さ
ん
と
し
て
も
考
え
さ
せ

ら
れ
る
シ
ー
ン
が
多
い
作
品
で
す。

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
関
連
で
す
と
志
村
志
保
子
の
『
女

の
子
の
食
卓』

と
宮
川
サ
ト
シ
の
『
母
を
亡
く
し
た
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時、

僕
は
造
骨
を
食
べ
た
い
と
思
っ

た
。
』

も
す
ご

く
い
い
作
品。

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
業
界
で
も
勧
め
ら
れ

て
い
ま
す。

前
者
は
食
べ

物
と
感
情
の
結
び
つ
き
を

テ
ー
マ
に
女
の
子
の
人
生
の
一

幕
を
描
い
た
シ
ョ
ー

ト
ス
ト
ー
リ
ー
集。

人
は
嬉
し
い
時
も、

悲
し
い
時

も、

辛
い
時
も、

そ
れ
で
も
お
腹
は
す
く
し、

食
卓

を
囲
み、

ご
飯
を
食
べ
て
生
き
て
ゆ
く。

そ
れ
に
尽

き
ま
す
よ
ね。

後
者
は
亡
く
な
っ
た
方
と
心
の
中
で

対
話
し
な
が
ら
生
き
て
い
く
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が、

浄
土
宗
発
行
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
『
縁
の
手
帖』

と
合
致
す
る
部
分
も
あ
っ
て
こ
ち
ら
も
お
勧
め
し
た

い
で
す
ね。

佐
山

も
う
一

冊、

1

9

6

3

（
昭
和
38
)

年
の
連

載
開
始
と
古
い

作
品
な
の
で
す
が、

『
紫
電
改
の
タ

カ
』
（
ち
ば
て
つ
や）

を
青
年
僧
に
は
読
ん
で
欲
し

い
で
す
ね。

太
平
洋
戦
争
末
期
に
日
本
海
軍
の
最
後

の
希
望
と
し
て
配
備
さ
れ、

防
空
戦
で
奪
戦
し
た
戦

闘
機
「
紫
電
改」

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
す

が、

僧
侶
は
命
の
重
さ
を
説
く
わ
け
で
す
か
ら、

戦

争
で
失
わ
れ
た
命
に
つ
い
て
は
学
ぶ
べ

き
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す。

最
新
の
マ
ン
ガ
を
読
み
進
め
る
の

も
い
い
の
で
す
が、

昔
の
作
品
を
掘
り
起
こ
し
て
自

分
で
探
し
当
て
る
こ
と
も
マ
ン
ガ
の
醍
醐
味
で
す。

司
会

確
か
に
自
分
で
見
つ
け
る
喜
び
も
マ
ン
ガ
の

醍
醐
味
で
す
ね。

時
代
に
よ
っ
て
伝
え
る
切
り
口
を

変
え
て
人
々
の
心
に
響
か
せ
る
マ
ン
ガ
か
ら
は
僧
侶

も
学
ぶ
べ
き
所
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た。
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今
号
か
ら
隔
月
で
お
寺
と
情
報
技
術
(
I
T)
に

つ
い
て
連
載
さ
せ
て
い
た
だ
く、

長
野
教
区
松
本
組

善
立
寺
の
小
路
竜
嗣
で
す。

一
般
家
庭
生
ま
れ
で
大
学
院
ま
で
工
学
を
専
攻
し、

出
家
前
は
精
密
機
器
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
て
い
ま
し
た。

現
在
は
僧
職
の
傍
ら、

寺
社
向
け
I
T
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す。

ト
「
じ
ょ
ー
ど」

今
年
7
月
4
日
に
公
開
さ
れ
た
当
会
w
e
b
サ
イ

で
も
W
e
b
制
作
を
担
当
し
て
お

蘊
謂
溺
畠

（
最
高
情
報
責
任
者）

あ
な
た
も
お
寺
の

既
に
お
寺
で
は
た
く
さ
ん
の
情
報
が
管
理
・
運
用

さ
れ
て
い
ま
す。

例
え
ば、

檀
家
住
所
簿
を
使
っ
て
お
盆
参
り
を
す

お
寺
は
情
報
の
か
た
ま
り

こ
こ
で
は、
”
お
坊
さ
ん
は
お
寺
の
C
I
O
（
最

高
情
報
責
任
者）“

と
題
し、

お
寺
で
も
使
え
る
情

報
技
術
を
中
心
に
お
話
し
し
ま
す。

り
ま
す。 小
路
竜
嗣

こ
う
じ
り
ゅ
う
し

1
9
8
6
年
兵
厘
県
伊
丹
市
生
ま
れ。
長
野•
松

本
組
菩
立
寺
副
住
職。
信
州
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
卒
業
後、
リ
コ
ー
入
社。
結
婚
を
機
に
退
職
し、

妻
の
実
家
で
あ
る
善
立
寺
に
入
寺。
2
0
1
3
年
加

行
成
満。
現
在
は
経
歴
を
活
か
し‘
寺
院
の
I
T
潟

入
支
援
や
企
業
へ
の
提
案
な
ど
を
行
っ
て
い
る。
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る。

過
去
帳
で
戒
名、

命
日
を
確
認
し
て
塔
婆
を
書

い
た
り、

御
法
語
集
か
ら一
節
を
引
用
し、

法
話
原

稿
を
作
る
こ
と
も
情
報
を
整
理
・
活
用
し
て
い
る
事

例
で
す。

そ
う
考
ス
る
と、

お
寺
が
既
に
膨
大
か
つ
多
種
多

様
な
情
報
を
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す。

と
同
時
に、

こ
れ
ら
情
報
の
”
困
っ
た
部
分“

も

脳
裏
に
色
々
と
浮
か
ん
で
く
る
か
と
思
い
ま
す。

例
え
ば、

名
前
や
住
所
表
記
の
ミ
ス、

資
料
の
紛

失、

久
し
ぶ
り
に
檀
家
さ
ん
の
家
に
行
っ
た
ら、

更

地
だ
っ
た
！

な
ど
も
あ
り
ま
す
よ
ね。

ま
た、

自
然
災
害
に
よ
り
過
去
帳
や
貴
重
な
資
料

が
消
失
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す。

こ
れ
ら
情
報
の
”
困
っ
た
部
分“

を
技
術
で
解
決

す
る
の
が
情
報
技
術
で
す。

情
報
技
術
は
人
間
を
置
い
て
け
ぼ
り
に
す
る
も
の

で
は
な
く、

人
間
が
苦
手
と
す
る
部
分
を
助
け
て
く

れ
る
も
の
で
す。

過
日、

み
ず
ほ
銀
行
の
シ
ス
テ
ム
が
不
具
合
を
起

想
い
が
欠
け
る
と
上
手
く
い
か
な
い

で
は
情
報
技
術
を
取
り
入
れ
よ
う
！
と
い
う
と
き、

は
じ
め
に
考
を
る
の
は
「
情
報
ガ
バ
ナ
ン
ス」

で
す。

情
報
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
情
報
を
ど
の
よ
う
に
管
理
・

活
用
・
保
全
し
て
く
か
の
指
針
の
こ
と
で、

過
去
帳

を
金
庫
に
納
め
た
り、

他
人
に
は
見
せ
な
い
こ
と
も

皆
さ
ま
が
既
に
行
っ
て
い
る
こ
と
も
情
報
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
一
種
で
す。

お
寺
に
あ
る
ど
の
情
報
を
守
り、

ど
の
情
報
を
活

用
し
た
い
の
か。

今
ど
ん
な
課
題
が
生
じ
て
い
る
の

か
を
把
握
し
て
い
き
ま
し
ょ
う。

そ
れ
が
明
確
に
な
っ
て
い
く
と
技
術
で
解
決
で
き

る
と
こ
ろ
が
自
ず
と
浮
か
ん
で
き
ま
す。

情
報
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
人
の
想
い
が
と
て
も
重
要
で
す。

第
一

歩
は
情
報
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
考
え
よ
う
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お
す
す
め

T
書
籍

ー

ファクトフルネス
ハンス ・ ロスリンク著

『ファクトフルネスとはデー タや事

実にもとづき、世界を読み解く習慣』

世界の教育や貧困、 環境などの問題

をデー タに基づいて紐解く本です。

感覚ではなく、 デー タから客観的に

事実を分析する大切さと楽しさを体

感できます。

iハンス ・ ロスリング、

ベー9•Oス9ン／799・・,,ンダ・・9999 • 
上9ル 芯亀と9

こ
し、

何
万
人
も
の
ユ
ー
ザ
ー
が
不
利
益
を
被
っ
た

ニ
ュ

ー
ス
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か。

そ
の
監
査
報
告
書
に
は、

不
祥
事
の
原
因
は
み
ず

ほ
銀
行
の
企
業
体
質
で
あ
る
と
断
罪
し
て
い
ま
し
た
。

つ
ま
り、

一

流
企
業
で
さ
え、

人
の
想
い
が
欠
如

し
て
い
る
と
技
術
を
取
り
入
れ
て
も
上
手
く
い
き
ま

せ
ん。

技
術
は
た
だ
の
手
段
で
あ
り、

う
人
間
に
託
さ
れ
て
い
ま
す。

こ
う
い
う
お
寺
に
し
た
い
。

こ
う
い
う
と
こ
ろ
で

ミ
ス
が
あ
っ

た
。

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た。

な
ど
を

メ
モ
書
き
で
い
い
の
で、

気
が
つ
い
た
と
き
に
記
録

し
て
い
く
こ
と
が、

一

見
地
味
で
す
が
と
て
も
大
き

な
第
一

歩
で
す。

-
"

;
"
込
み
9
受
9
赳
ぇ`

一

｛
グ
1
9
を
基
に

i
営
昇
を
正
し
く
ぞ
る
”
"

」FACT 
9 9 ク"ル＊ス

FULNESS い
つ
の
世
で
も
使

....綸

ASIN : B07LG7TG5N 
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石田 一 裕

東
京
五
輪

は
あ
ー

ま
ち
に
ま
っ

て
た
世
界
の
祭
り

そ
れ

と
と
ん
と
ね

西
の
国
か
ら

東
か
ら

あ

ち
ょ
い
と
ね

北
の
空
か
ら

南
の
海
も

超
え
て
日
本
へ

と
ん
と
き
た

浣1伍

｀国

風

吹

「
東
京
五
輪
音
頭」 動
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昭
和
三
九
（
一

九
六
四）

年
十
月
十
日、

日
本
で
初
め
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

た
。

ア
ジ
ア
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
あ
っ

た
。

私
が
生
ま
れ
る
以
前
の
話
で
あ
る
が、

そ
の
時
代
の
こ
と
を
調
べ
て
み
る
と、

今
と
の
違

い
が
い
ろ
い
ろ
と
わ
か
る
。

当
時
は
葉
書
が
一

枚
五
円、

平
均
年
収
は
約
四
十
万
円、

モ
ノ

ク
ロ
テ
レ
ビ
一

台
の
値
段
が
平
均
の
月
収
ほ
ど
の
値
段
で
あ
る
。

一

ド
ル
は
三
六
0
円、

人

口
は
一

億
人
を
超
え
て
は
い
な
か
っ

た
。

日
経
平
均
株
価
は
約
―

二
0
0
円
で
あ
る
。

ち
な

み
に
二
五
年
後
の
平
成
元
(
-

九
八
九）

年
十
二
月
に
は
史
上
最
高
値
の
三
万
八
九
一

五
円

を
記
録
し、

東
京
五
輪
後
も
日
本
の
経
済
が
成
長
し
て
い
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

当
時
の
こ

と
を
覚
え
て
い
る
人
に
と
っ

て
は
懐
か
し
い
の
で
あ
ろ
う
が、
就
職
氷
河
期、
ま
た
後
に
「
失

わ
れ
た
二
0
年」

と
呼
ば
れ
る
時
代
が
人
生
の
半
分
で
あ
る
私
に
と
っ

て
過
去
の
日
本
を
知

る
の
は
面
白
い
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
二
0
年
に
終
戦
を
迎
え
た
日
本
は
戦
後
の
混
迷
期
が
あ
っ

た
も
の
の、

昭
和
三
一

年

に
は
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」

と
い
う
経
済
白
書
の
言
葉
が
流
行
語
と
な
っ
た
。

そ
の
後、

右
肩
上
が
り
に
経
済
は
成
長
し、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
合
わ
せ
東
海
道
新
幹
線
が
開
通

し、

そ
の
他
に
も
様
々
な
開
発
が
行
わ
れ
た
。

現
在、

大
本
山
増
上
寺
の
隣
に
あ
る
東
京
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
が
開
業
し
た
の
も
東
京
五
輪
と
同
年
で
あ
る
。

そ
の
数
年
前
の
昭
和
三
三
年

に
は
東
京
タ
ワ
ー
が
完
成
し
て
い
る
。

昭
和
三
0
年
代
は
増
上
寺
周
辺
の
景
観
が
大
き
く
変

わ
っ
た
時
期
と
い
え
よ
う。
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いしだ いちゅう 1981年北海道稚内市生まれ。 神奈川教区光明寺
住職。 博士（仏教学）。 浄土宗総合研究所研究目 、 大正大学非常勤講師。
専門はアビダルマ仏教 、 著帯に共訳「［現代語訳］浄土三部経」（浄土
宗2011)など。

さ
て
昭
和
三
九
年
の
世
の
中
の
状
況
だ
け
で
は
な
く、

東
京
五
輪
と
浄
土
宗
の
つ
な
が
り

を
少
し
見
て
み
た
い
。

こ
の
年
に
発
刊
さ
れ
た
本
誌
十
二
月
号
（
第
三
十
巻
第
十
二
号）

で
は
編
集
後
記
で
「
今

年
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
来
た
。

な
ん
と
い
っ
て
も、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
盛
大
に
無
事
終
了

し
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
」

と
あ
り、

翌
月
刊
行
さ
れ
た
正
月
号
（
第
三
十
一

巻
第
一

号）

で

は、

巻
頭
の
随
箪
に
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
明
け、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
暮
れ
た
去
年
で
し
た
が
」

と
い
う
一

文
が
見
え
る。

日
本
を
挙
げ
て
の
行
事
に、

寺
院
で
も
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を
通
じ

て
五
輪
に
触
れ
た
人
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う。

ま
た、

実
際
に
関
係
者
の
受
け
容
れ
も
あ

っ
た
。

『
宗
報』

五
六
九
号
（
昭
和
四
0
年
一

月
号）

に
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ラ
ン
ス
柔
道
応
援

団
宿
泊
を
引
受
け
た
大
本
山
光
明
寺」

と
い
う
記
載
が
あ
り、

鎌
倉
光
明
寺
が
フ
ラ
ン
ス
か

ら
の
応
援
団
の
宿
泊
所
と
な
っ
て
い
た。

前
回
の
東
京
五
輪
は
戦
争
か
ら
日
本
が
復
興
し
た
証
で
あ
り、

ま
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
景
気

と
呼
ば
れ
る
好
景
気
を
生
み
出
す
な
ど
歴
史
的
な
出
来
事
と
し
て、

様
々
な
記
憶
を
人
々
に

残
し
て
い
る
。

二
0
二
0
年
の
東
京
五
輪
開
催
が
決
定
し
て
か
ら、

そ
う
い
っ
た
記
憶
を
聞

く
機
会
が
た
び
た
び
あ
っ
た
。

ま
た
そ
れ
を
話
の
タ
ネ
に
し、

開
催
前
に
は
高
齢
者
に
「
ニ

回
目
の
東
京
五
輪
を
見
る
ま
で
は
元
気
で
い
な
い
と
ね
」

な
ど
と
い
っ
て、

笑
っ
て
い
た
も

の
だ
。
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徴風吹動

し
か
し
な
が
ら
二
0
二
0
年
に
東
京
五
輪
は
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
。

周
知
の
と
お
り
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
一

年
延
期
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る。

そ
し
て
今
年
開
催
さ
れ
た
東
京
五

輪
は、

テ
レ
ビ
の
中
で
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

開
催
中
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
特
に
デ
ル
タ
株
が
猛
威
を
振
る
い
、
そ
の
感
染
拡
大
は
「
第

五
波」

と
呼
ば
れ
た
。

私
が
住
む
横
浜
で
は、

横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
野
球

が
行
わ
れ
た
。

開
催
中、

葬
儀
が
あ
り、

そ
の
近
く
を
通
っ
た
が、

人
通
り
は
少
な
く、

ま

た
警
備
も
あ
っ
て、

中
の
様
子
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
試
合
は
テ
レ
ビ
中
継
さ
れ、

両
種
目
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
が
ニ
ュ

ー
ス
で
報
じ
ら
れ
た
。

五
輪
の
最
中、

東
京
に
発
令
さ
れ

て
い
た
緊
急
事
態
宜
言
は、

神
奈
川
県
な
ど
に
も
拡
大
さ
れ、

外
出
を
控
え
て
い
た
か
ら
も

あ
る
が、

五
輪
関
係
者
と
み
ら
れ
る
外
国
人
と
会
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

前
回
の
東
京
五
輪
に
つ
い
て
前
述
の
『
浄
土』
（
昭
和
三
九
年
―

二
月
号）

は
「
あ
の
よ

う
な
気
持
ち
で
や
っ
て
行
っ
た
ら
地
球
が
平
和
で
あ
る
だ
ろ
う」

と
編
集
後
記
に
書
か
れ
て

い
る
。

今
回
の
五
輪
を
終
え
て、

私
の
気
持
ち、

そ
し
て
多
く
の
人
々
の
気
持
ち
は、

コ
ロ

ナ
が
早
く
収
束
し
ま
す
よ
う
に、

と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う。

雑
感
だ
が、

今
後
誰
か
が
私
の
よ
う
に、

浄
土
宗
教
師
が
今
回
の
東
京
五
輪
を
ど
う
受
け

止
め、

寺
院
で
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
を
調
べ
る
か
も
し
れ
な
い
と
夢
想
し、

東
京
五
輪

の
話
題
を
―

つ
の
記
録
と
し
て
書
き
留
め
て
お
く。
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暁
々
砂

石
丸
晶
子

c

い
し
ま
る
•

あ
き
こ

1
9
3
5
年
東
京
生
ま
れ。

東
京
大
学
文
学
部、

同
大
学
院
博
士
課
程
修
了。

近
代
文
学
を
専
門
と
す
る
が，

日
本
古
典
の
著
作

も
多
く、

1
9
9
1
年、

「
式
子
内
親
王
伝」
（
朝

日
新
間
社）

で
紫
式
部
文
学
宮
を
受
宮。

東
京
経

済
大
学
名
営
教
授。

著
舌
に
「
お
手
紙
か
ら
み
る

法
然
さ
ま
ー
1
そ
の
お
人
柄」、

短
編
小
説
「
月

影
の
使
者」
（
と
も
に
浄
土
宗
出
版）

な
ど
多
数
0



小説 式子内親王辿文

師
父
に
は
あ
の
日、

八
条
殿
で
は
じ
め
て
お
会
い

し
て
か
ら、

そ
の
後
も
女
院
様
主
催
の
法
筵
や
伯
母

与・っ
さ
い
も
ん
い
ん
と
う

し

ま
み

の
上
西
門
院
統
子
様
の
仏
事
の
席
な
ど
で
何
度
か
見

え
た。

私
の
心
に
師
父
が
深
く
や
ど
っ
て
い
か
れ
る

の
に
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た。

師
父
は
痩
せ
て
は
お
ら
れ
ず、

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
太
り
型
の
体
躯。

頭
頂
は
い
く
ら
か
く
ぼ
ん
で
角

が
あ
り、

黄
色
味
を
お
び
た
御
目
に
は
や
さ
し
い
光

が
あ
っ
た。

眉
の、

お
鼻
や
口
元
の、

何
と
い
う
お

お
ん
か
た
わ

や
さ
し
さ
で
あ
っ
た
ろ
う。

し
か
し
私
は、

御
傍
ら

に
い
る
だ
け
で
安
ら
ぎ
を
与
え
る
師
父
の
姿
の
う
ち

に、

こ
こ
に
い
た
る
ま
で
の
修
行
の
厳
し
さ
と
苦
悩

の
深
さ
を
直
観
し
て
い
た。

そ
こ
に
は、

私
が
幼
い
こ
ろ
か
ら
見
な
れ
た、

宮

中
に
出
入
り
す
る
公
家
た
ち
に
は
求
め
ら
れ
ぬ
輝
き

が
あ
り、

犯
し
が
た
い
気
品
と
慈
愛
が
あ
っ
た。

あ
あ、

そ
れ
は
ま
さ
し
く、

恐
ろ
し
い
乱
世
に
生

を
う
け、

身
も
心
も、

恐
怖
で
か
た
＜
閉
ざ
さ
れ
て

い
た
私
に
と
っ
て、

心
の
奥
底
で
な
が
く
な
が
く
待

ち
望
ん
だ
出
会
い
で
あ
っ
た。

私
の
心
身
は、

氷
を
解
か
す
あ
た
た
か
い
春
の
光

息
を
吹
き
か
え
し
は
じ
め

に
逢
っ
て、

よ
う
や
く、

た
の
で
あ
る。

今
の
私
に
は
わ
か
る。

私
は
恋
を
し
る
女
に
な
っ

て
い
た。

人
生
の
空
し
さ
に
う
ち
の
め
さ
れ、

感
情

を
失
い、

死
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
人
間
に
な
っ
て

い
た
私
は、

生
き
て
い
る
人
間
に
な
っ
て
い
た。

以
来、

日
ご
と
夜
ご
と
に
ふ
か
ま
る
の
は
東
山
大

谷
に
お
ら
れ
る
師
父
の
こ
と
ば
か
り。

そ
の
御
胸
に

い
だ
か
れ
た
い
と、

時
に
は
心
中、

熱
く
身
を
焦
が

し、

人
の
世
を
生
き
て
き
た
悲
し
み
も
苦
し
み
も、

お
そ
れ
も
慄
き
も、

そ
の
一

切
を
御
膝
元
に
泣
き
伏

し
て
う
っ
た
え
た
か
っ
た。

ー
不
信
心
者
の
私
は、

今
ま
で、

い
か
に
高
位
の
御

僧
か
ら
教
え
を
聴
聞
し
て
も、

信
じ
る
心
が
わ
い
て

こ
な
い
不
信
心
者
で
ご
ざ
い
ま
し
た。

け
れ
ど
も
法

然
房
様
か
ら
伺
う
み
教
え
は、

ふ
か
く
深
く
心
に
し

み
透
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
ー

ー
師
父
は
今、

ど
こ
で、

何
を
し
て
お
ら
れ
る
で
あ

ろ
う。

お
お
法
然
房
様、

師
父
の
お
側
で、

ご
一

緒

に
生
き
る
と
こ
ろ
に
こ
そ、

私
一

生
の
充
実
と
幸
せ

が
あ
り
ま
す。

し
か
し、

な
ぜ、

そ
う
生
き
る
こ
と
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た
ず尋
ぬ
べ
き

こ
こ
ろ

な

心
は
馴
れ
て
叩
『
そ
な
け
れ

行
き
か
へ
れ
ど
も ひ

と

し

人
知
れ
ず

は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
ー

ー
な
ぜ、

天
皇
家
に
生
ま
れ
た
女
が
人
を
恋
し
た
り、

夫
を
も
つ
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う。

周
囲

を
み
わ
た
せ
ば、

皇
統
の
血
を
ひ
く
者
の
ほ
と
ん
ど

が、

政
争
を
さ
け
る
た
め
だ
と
い
っ
て
男
は
僧
侶
に、

女
は
斎
宮
・

斎
院、

そ
し
て
尼
と
な
っ
て
孤
独
裡
に

す
ご
し
て
い
る。

私
も
人
を
恋
し、

人
に
恋
さ
れ
て

生
き
て
み
た
か
っ
た
ー

ー
否、

何
と
い
う
妄
念、

お
ろ
か
さ
で
あ
ろ
う。

師

父
は
二
十
五
年
の
長
く
き
び
し
い
修
行
の
は
て、

一

切
衆
生
救
済
の
道
が
あ
る
こ
と
に
お
気
づ
き
に
な
り、

教
え
を
つ
た
え
る
た
め
に
山
を
下
り
ら
れ
た。

東
山

の
草
庵
で
は
今
日
も、

訪
れ
る
す
べ
て
の
人
び
と
に

道
を
説
い
て
お
ら
れ
る
と
い
う
の
に。

何
と
独
り
よ

が
り
な
こ
と
を
私
は
1

気
が
つ
く
と、

月
並
み
の
歌
し
か
詠
め
な
か
っ
た

私
で
あ
っ
た
の
に、

ひ
と
り
で
に
こ
と
ば
が
和
歌
と

な
っ
て
あ
ふ
れ
て
い
た。

あ
は
れ
と
も

）
ー

し

9・
オ我
の
み
知
り
し

し知
る
ら
め
や

た

し

立
ち
居
に
か
か
るし言

は
ざ
ら
め
や
と

よ

こ

世
を
恋
ふ
る
か
な

葛
城
山
に

ゐ
る
雲
の

こ
こ
ろ

わ
が
心
と
は

お
も思
ひ
つ
つ

師
父
を
お
尋
ね
し
よ
う
に
も、

そ
の
御
許
へ
ゆ

く
方
法
が
な
い。

私
の
心
は
誰
に
も、

そ
し
て
師

父
に
さ
え
知
ら
れ
る
こ
と
な
く、

す
っ
か
り
師
父

に
な
れ
親
し
ん
で、

そ
の
ま
わ
り
を
行
っ
た
り
来

た
り
し
て
い
る
の
だ
け
れ
ど。

師
父
よ、

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か。

あ
の
葛
城
山

に
い
つ
も
か
か
っ
て
い
る
雲
の
よ
う
に、

立
ち
居

に
つ
け
て、

い
つ
も
師
父
の
こ
と
を
お
想
い
申
し

上
げ
て
い
る
私
の
心
を。

師
父
の
こ
と
を
お
慕
い
し
つ
づ
け
て
い
る
こ
の

心
を、

も
し
お
知
り
に
な
っ
た
と
し
て
も
「
愛
し

い
」

な
ど
と
は
仰
せ
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
思

い
な
が
ら、

心
中
ひ
そ
か
に
お
慕
い
し
つ
づ
け
て

き
た
こ
の
年
月
を、

私
自
身、

慕
わ
し
く
思
っ
て

い
る
こ
と
だ。
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い
く
ら
お
慕
い
し
て
も、

私
自
身
が
法
筵
を
ひ
ら

い
て
師
父
を
お
招
き
し
た
り、

東
山
の
草
庵
を
お
訪

ね
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た。

自
身
の
住
居
と
い

う
も
の
を
持
っ
て
い
な
い
私
は、

叔
母
の
八
条
女
院

様
本
邸
の
一

角
に
住
ま
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
身

さ
い
な
い
し
ん
の
う

で
あ
っ
た
し、

無
力
な
者
で
あ
っ
て
も
斎
内
親
王
と

い
う
身
分
だ
け
は
高
く、

自
由
に
町
中
に
出
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た。

ま
み

師
父
に
見
え
る
何
度
と
な
い
お
り
ご
と
に、

想
い

は
つ
の
り、

自
由
に
お
目
に
か
か
れ
ぬ
ま
ま、

想
い

は
心
の
中
に
せ
き
と
め
ら
れ
て
む
れ
か
え
る。

そ
の

む
れ
か
え
る
熱
い
想
い
に
よ
っ
て、

し
か
し
私
自
身

は
深
め
ら
れ、

養
わ
れ
て
い
っ
た
と
思
う。

想
い
の

な
か
で
は
師
父
と
の
対
話
は
自
由
で
あ
っ
た。

み見
え
つ
る
か

み

よ

つ
き

見
ぬ
夜
の
月
の

お
も
か
げ

そ

つ
れ
な
か
る
べ
き

面
影
ぞ
添
ふ

こ

こ

み

よ

恋
ひ
恋
ひ
て

よ
し
見
よ
世
に
も

さ
み

さ

言
ひ
し
に
あ
ら
ず

君
も
聞
く
ら
ん

さ
み

な

た

さ

君
ゆ
ゑ
と

い
ふ
名
は
立
て
じ

消
え
は
て
む

ょ

ゎ

，
3
り

夜
半
の
煙
の

す
ゑ
ま
で
も
み
よ

ほ
の
め
き
て

あ
る有

べ
し
と

私
の
こ
と
が
師
父
の
夢
に
現
れ
て
し
ま
っ
た
の

だ
ろ
う
か。

窓
辺
に
さ
し
こ
む
月
の
光
に、

何
か

師
父
の
こ
と
を
ほ
の
め
か
す
よ
う
な
影
が
映
っ
て

い
る。

こ
れ
は
月
が
光
に
そ
え
て、

私
を
う
け
い

れ
ず、

つ
れ
な
い
に
違
い
な
い
師
父
の
面
影
を、

送
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
よ。

お
逢
い
す
る
こ
と
も
な
く、

私
は
た
だ
恋
し
く

お
慕
い
申
し
あ
げ
て
お
り
ま
す
が、

そ
れ
は
さ
て

お
き、

今
後
私
が
ど
う
な
る
か
ご
覧
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。

私
は
「
今
後
も
生
き
て
い
き
ま
す」、

な

ど
と
言
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん。

こ
の
ま
ま
生

き
て
い
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す。

こ

の
こ
と
は
師
父
の
お
耳
に
も
入
っ
て
お
ら
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う。

心
身
を
焼
き
つ
く
す
こ
の
恋
の
た
め
に、

私
は

焦
が
れ
死
に
い
た
し
ま
す。

し
か
し
師
父
よ、

そ

れ
は
あ
な
た
の
せ
い
で
あ
っ
た、

な
ど
と
い
う
浮

名
が
立
つ
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
い
た
し
ま
せ
ん。

た
だ
ど
う
か、

恋
に
死
ん
だ
私
を
焼
く
煙
だ
け
は、

最
後
の
最
後
ま
で
見
届
け
て
く
だ
さ
い
ま
せ。
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師
に
告
白
す
る
す
べ
と

て
な
い
胸

の
内

を、
ひ
た

す
ら
こ
と
ば

に
た

く
す
年
月
が
す
ぎ
て

い
っ
た 。
苦

し
い
歳
月
で
あ
っ
た

け
れ
ど 、

恋
を
知
っ
た
こ
と

に

よ
っ

て、
ど
ん
な
に
心
が
深
め
ら
れ、

培
わ
れ
た

か

計
り

し
れ
な
い 。
四
季
折
々

の
す
が
た
は、

新
し
い

装
い

を
以
っ

て
心

に
映
る
よ
う

に
な
っ

て
い
た 。

真ま風岱夏針涼け公喜花危は
木きのくし かに か

の音麿れ＜げ物あな
屋ゃよ てかの思t<

に り よ ふて
今さふ岩は
町 間ま春ぽす
こ ひ をぞぎ
そぐくへに
秋魯らぐに し
はし るけ方悶

の るを
立勾声：水名
田た の
川符 音老

に

ふ
り
も
や
ま
ぬ
は い

ろ
か
は
る
ら
ん

し

ぐ

れ

す

ゆ

時
雨
は
過

ぎ
て

行
く
も

の
を

こ

ょ

木
の
葉
な
る
ら
ん

俊
い
身

の
上

の
ま
ま 、
過

ぎ
て
行
っ
た
今
ま
で

の
年
月

を
あ
れ
こ
れ
思
い
な
が
ら
数
え

て
み
る
と 、

花
を
眺
め

て
は
物
思
い

を
す
る
春

を、

何
度
も
経

て
き
た
こ
と
だ 。

か
ぞ
ふ
れ
ば

松
の
木
陰

に
岩
が
見
え
る。
そ

の
岩

の
間

を
く

ぐ
り
流
れ
る
水
の
音
に、
鯛

の
鳴

く
声
が
溶

け
あ
っ

て
ひ
び
い

て
く
る
よ。

き
の
う 、

夏
の
最
後

の
日
が
暮
れ

て
い
っ
た 。

そ
こ
で
立
秋

の
今
日

か
ら
は
秋

に
な
っ
た
竜
田
川

よ、
お
前
は
む

か
し
か
ら
美

し
い
紅
葉
で
名
高
い

け
れ
ど 、
ま
ず
さ
い

し
ょ

に、

秋
風
の
音
を
き
い

て
紅
葉

し
は
じ
め
る

の
だ
ろ
う
ね 。

ま

き

真
木
で
葺
い
た
家

に
何

か
が
降
り

し
き
る

音
が

す
る。
時
雨
は
通
り

す
ぎ
て

ゆ
く
の
に
降
り
や
ま

な
い 。
時
雨
で
は
な
く
て
木

の
葉
が
降
る

音
な
の

だ
ろ
う

か。

た
だ一
途

に
師
父

を
想
い
つ
づ

け
て
二
年
あ
ま
り

が
過

ぎ
て

い
た 。

そ
の
私

に、

突
然 、
思
い
も
よ
ら
ぬ
噂
が
ふ
り

か

か
っ

て
き
た

の
は、
文
治
五
年
(
l
l
8
9)

の
冬

で
あ
る。

贋
知
如
墨5
と一
尋
霊
誓
が 、
こ

の
と
こ
ろ
長

く

病
い

に
臥

し
て
病
状
思
わ

し
く
な
い

の
は、

私
式
子

じ
ゅ

そ

が
別

の
こ
と

に
こ
と

よ
せ

て
お
二
人

を
呪
誼

し
て

い
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る
か
ら
だ、

と
い
う。

と

ば

女
院
様
は
父
後
白
河
の
異
母
妹
で、

鳥
羽
天
皇
と

こ
う
ご
う

び

ふ
く
も
ん
い
ん

皇
后
美
福
門
院
と
の
あ
い
だ
に
釈
迦
誕
生
の
日
に
お

生
ま
れ
に
な
っ
た
方
で
あ
る。

ご
両
親
様
か
ら
深
く
愛
さ
れ、

ち
に
な
っ
た。

ま
た、

期
待
さ
れ
て
お
育

こ
の
案
は
直
前
に
な
っ
て
実
現
し
な
か
っ

也う
と
ぎ
み
こ
の

え

た
け
れ
ど、

弟
君
近
衛
天
皇
が
若
く
し
て
崩
御
さ
れ

た
時
と、

安
徳
天
皇
が
平
家
に
よ
っ
て
西
海
に
落
ち

て
い
か
れ
た
時
の
二
度、

女
帝
と
し
て
皇
位
に
押
さ

れ
た
ほ
ど
の
隠
然
た
る
実
力
者
で
あ
っ
た。

お
邸
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
階
級
の
人
び
と
が
出
入
り

し
て
日

、々

に
ぎ
や
か
に
過
ご
し
て
お
ら
れ
た
け
れ

ど、

そ
れ
と
い
う
の
も、

何
ご
と
に
も
拘
泥
せ
ぬ
お

お
ら
か
な
お
人
柄
に
加
え
て、

天
皇
家
を
超
え
る
膨

は
ち
じ
上
う
い
ん
り
上＿っ

大
な
財
産
八
条
院
領
を
ご
両
親
様
か
ら
相
続
さ
れ、

き
わ
め
て
裕
福
で
あ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
う。

私
の
十
二
歳
お
年
上
で
あ
っ
た
か
ら、

当
時、

五

十
代
の
半
ば
で
あ
ら
れ
た
ろ
う
か。

父
法
皇
も、

こ
の
女
院
様
に
は
お
譲
り
に
な
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る。

ま
た
三
条
姫
宮
の
ほ
う
は、

先
の
戦
乱
で
う
ち
死

も
ち
ひ
と
お
う

き
ん

じ

に
し
た
弟
以
仁
王
と、

女
院
様
に
近
侍
し
て
そ
の
信

さ
ん
み
の
つ
ば
ね

頼
は
な
は
だ
厚
い
三
位
局
と
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
た

こ
う

し

じ
ょ

姫
で、

女
院
様
は
天
皇
家
の
血
を
ひ
く
皇
子
女
や
高

ゅ
う

し

級
貴
族
の
子
女
た
ち
を
何
人
も
猶
子
に
し
て
お
ら
れ

る
中
で
も、

生
ま
れ
る
や
猶
子
に
し
て
手
元
で
お
育

て
に
な
っ
た
こ
の
姫
宮
を
愛
お
し
ま
れ
る
お
心
は
格

別
に
深
か
っ
た。

お
住
ま
い
の
八
条
殿
(

11

現
在
の
J
R
京
都
駅
周

ゅ
う
す
、

辺）

周
辺
は、

幽
遂
な
洛
東
白
河
近
辺
と
は
こ
と
な

り
民
家
が
立
ち
な
ら
ん
で
い
た。

武
具
屋
を
は
じ
め

ば
ん
し
上．ッ

ぬ

し

ひ

か
わ

や

こ
ん

や

ぞ
う

番
匠、

塗
師、

檜
皮
屋、

紺
屋
な
ど
を
い
と
な
む
雑

に
ん人
が
暮
ら
し
て
い
て、

彼
ら
の
な
か
に
は
何
ご
と
に

つ
け
胞
揚
な
女
院
様
の
お
邸
に
気
軽
に
出
入
り
す
る

者
も
い
た。

お
邸
に
仕
え
る
女
房
た
ち
に
も
規
律
と
い
う
も
の

が
な
か
っ
た。

そ
の
結
果、

広
大
で
は
あ
っ
て
も
お

邸
は
と
り
散
ら
か
り、

お
仕
え
す
る
貴
族
や
侍
た
ち

も、

好
き
な
と
き
に
気
ま
ま
に
お
仕
え
す
る、

と
い

う
風
で
あ
っ
た。

い
っ
さ
い
お
構
い
な
し
の
胞
揚
な
御
方
で
あ
っ
た
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の
で
あ
る。

ぞ
う
に
ん

そ
の
よ
う
な
女
院
様
の
お
邸
に
出
入
り
す
る
雑
人

た
ち
が、

「
女
院
様
と
姫
宮
が、

先
ご
ろ
か
ら
咳
や
熱
が
で
て

い
っ
こ
う
に
快
癒
せ
ず、

長
く
病
の
床
に
臥
し
て
お

ら
れ
る
の
は、

居
候
の
斎
院
が、

他
の
こ
と
に
こ
と

よ
せ
て
お
二
人
を
呪
記
し
て
い
る
か
ら
だ」

と
い
う
噂
を
な
が
し、

噂
は
ま
た
た
く
ま
に
八
条

殿
全
体
に、

そ
し
て
洛
中
に
ひ
ろ
ま
っ
た
の
で
あ
る。

お
ん
よ
う
ど
う

み
っ
翌
ぅ

陰
陽
道
と
密
教
信
仰
で
な
り
た
つ
貴
族
社
会
に
あ
っ

て、

呪
誼
の
う
わ
さ
を
立
て
ら
れ
る
こ
と
は
致
命
的

で
あ
っ
た。

し
か
し
な
ぜ、

根
も
葉
も
な
い
こ
の
噂
が
私
に
む

か
っ
て
立
て
ら
れ
た
の
か。

考
ス
て
み
れ
ば、
一
切
お
か
ま
い
な
し
の
に
ぎ
や

は
ち
じ
ま
ど
の

か
に
と
り
散
ら
か
っ
た
八
条
殿
に
あ
っ
て、

離
れ
に

間
借
り
し
て
い
る
私
の
住
ま
い
は、

周
囲
か
ら
浮
い

た
存
在
で
あ
っ
た
思
う。

さ
い
な
い
し
ん
の
う
け

私
・
斎
内
親
王
家
を
早
く
か
ら
取
り
し
切
っ
て
く

だ
い
な
ご
ん
の
つ
ば
3

れ
て
い
る
定
家
の
姉
の
大
納
言
局
は、

住
ま
い
が
と

り
散
ら
か
る
の
を
好
ま
な
か
っ
た。

下
仕
え
の
男
女

に
は
朝
夕
掃
除
を
さ
せ、

数
人
い
る
侍
女
に
対
し
て

も
彼
女
た
ち
が
気
ま
ま
に
仕
え
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っまち

た
し、

私
が
女
院
様
か
ら
借
り
住
ま
う一
角
に、

町

や

ぞ
う
に
ん

屋
の
雑
人
た
ち
が
勝
手
に
出
入
り
す
る
こ
と
も
許
さ

な
か
っ
た。

八
条
殿
全
体
か
ら
見
れ
ば
私
の
周
囲
は
そ
こ
だ
け

浮
い
て
い
た
の
で
あ
る。

信
じ
る
心
の
う
す
い
私
と
は
異
な
り、

万
事
に
信

心
深
い
女
院
様
が、

は
な
は
だ
し
く
お
怒
り
に
な
っ

た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
と
思
う。

や
が
て
回
復
さ
れ
た
女
院
様
は
父
法
皇
に、

「
院
に
依
頼
さ
れ
て、
私
は
平
家
の
都
落
ち
以
来
ず
っ

と
斎
院
を
お
預
か
り
し
て、

ず
い
ぶ
ん
お
世
話
を
し

て
き
た
つ
も
り
だ
け
れ
ど、

こ
ん
な
仕
打
ち
を
し
て

か
た

返
す
と
は
何
と
い
う
お
方
で
し
ょ
う。

恩
を
仇
で
返

す
方
と
お
な
じ
邸
内
に
暮
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん。

あ
と

斎
院
は
お
返
し
い
た
し
ま
す。

後
は
院
の
ほ
う
で
お

引
き
と
り
く
だ
さ
い」

と
申
し
出
ら
れ
た。

私
は
八
条
殿
を
退
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た。

突
然
の
こ
と
で
あ
っ
た。

（
つ
づ
く）
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橋

、
ヽ
大
津｛

京
都
へ

亀
山
城東

関
宿I
 

西苓

＼

筆
捨
山

▲

ふ

鈴
鹿
山
脈

い
に

片山神口

ヽ
ヽヽ

雨

蕊翠
[
w
評
以
ぬ
か
る
み
の
道

東海道鈴鹿越え
四日市宿ー草津宿

桑名

円

伊
勢
街
道

四
日
市
宿

1分追永日

伊
勢
湾

四
日
市
か
ら
鈴
鹿
峠
を
越
え、

草
津
宿
ま
で
の
東
悔
道

の
西
路
は、

街
道
の
中
で
も
昔
か
ら
最
重
要
視
さ
れ
て
い

る、

言
わ
ば
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た。

家
康
は
こ
の
ラ
イ

ン
を
第
一

に
整
備。
四
日
市
か
ら
草
津
の
間(
77.
5
キ
ロ
）

に
八
つ
の
宿
場
を
設
け、

整
備
の
充
実
化
を
促
進
し
た。

と
り
わ
け
亀
山
宿、

関
宿、

坂
下
宿
な
ど
は、

鈴
鹿
越
え

の
助
走
路
で
も
あ
り、

繁
栄。

桑
名
か
ら
約
13
キ
ロ
西
に
あ
る
四
日
市
は、

広
い
平
野

部
に
醸
成
さ
れ
た
商
業
地。

お
伊
勢
参
り
の
伊
勢
街
道
へ

の
出
発
点
で
も
あ
り、

交
通
量
は
盛
ん
。

四
日
市
は、

毎

い

ら

月
4
日、

14
日、

24
日
と
四
の
つ
く
日
に
市
が
立
っ
て
い

た
た
め
つ
い
た
名
で
あ
る。

幕
府
は、

こ
の
発
展
す
る
商

業
地
を
重
視
し、

こ
の
地
を
幕
府
直
轄
の
天
領
地
に
指
定

し
た
。

東
西
の
鈴
鹿
ル
ー
ト
と
縦
の
伊
勢
街
道
の
交
通
量

は
大
き
い
。

宿
場
は
発
展
し、

本
陣
2、

脇
本
陣
l、

旅

籠
屋
98
を
数
え
る。

宿
場
を
出
て
南
に
下
る
と
す
ぐ
に
有

四
日
市
宿
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東
海
道
は
亀
山
城
を
取
り
巻
く
形
で
通
過
す
る。

亀
山

城
に
近
づ
く
と
江
戸
口
門
が
あ
り、

潜
っ
て
右
に
曲
が
る。

城
郭
に
近
づ
く
と
左
手
に
亀
山
宿
脇
本
陣
椿
屋、

そ
の
先

に
亀
山
宿
樋
口
本
陣
が
あ
る。

立
派
な
本
陣。

宿
場
は
亀

山
城
に
沿
っ
て
存
在。

本
陣
ー、

脇
本
陣
ー、

旅
籠
屋
2

1
と
比
較
的
小
規
模
で
あ
る。

国
貞
の
絵
は
亀
山
城
郭
の

崖
下
を
通
る
東
海
道
大
名
行
列
の
姿
を
捉
え
て
い
る。

亀
山
宿

ひ

な
が

名
な
日
永
追
分
に
出
る。

こ
の
追
分
こ
そ
が
東
海
道
と
伊

勢
街
道
の
分
岐
点
で
あ
る。

伊
勢
街
道
は、

こ
こ
よ
り
伊

勢
湾
に
沿
っ
て
伊
勢
神
宮
ま
で
南
に
下
る。

追
分
に
は
伊

勢
神
宮、

二
の
鳥
居
が
立
つ
（
桑
名
に
次
ぐ）
。

お
伊
勢

参
り
参
詣
者
と
別
れ
東
海
道
の
旅
人
は
右
に
転
じ
る。

東

海
道
は
鈴
鹿
山
脈
か
ら
伊
勢
湾
に
流
れ
て
い
る
鈴
鹿
川
に

沿
っ
て
敷
設
さ
れ
て
い
る。

石
薬
師
宿、

庄
野
宿
と
い
う

比
較
的
小
さ
な
宿
場
を
経
由
し、

や
が
て
亀
山
宿
へ

着
く。

四
日
市
か
ら
亀
山
宿
ま
で
24
km、

6
里。

亀
山
宿
を
抜
け
る
と
西
へ
5
km
も
行
け
ば
関
宿
に
着
く。

此
処
ま
で
来
る
と
鈴
鹿
山
脈
の
臭
い
が
し
て
く
る。

関
宿

は
山
裾
前
の
平
地
に
あ
る
が、

此
処
は
古
代
か
ら
の
軍
事

要
衝
の
地
で
あ
っ
た。

関
宿
の
関
は、

6
7
0
年
頃、

軍

事
上
の
目
的
で
設
置
さ
れ
た
「
鈴
鹿
の
関」

を
意
味
す
る。

当
時、

日
本
三
関
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た。

こ
の
地
に
家
康

は
東
海
道
47
番
目
の
宿
駅
を
整
備
す
る。

大
和
街
道、

伊

勢
別
街
道
と
も
繋
が
る
た
め、

宿
場
は
重
要
な
拠
点
と
な

る。

本
陣
2、

脇
本
陣
2、

旅
籠
屋
42
（
関
宿
は、

江
戸

関
宿

国貞：東海道亀w:

城下を通る大名行列
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当
時
の
宿
場
の
賑
わ
い
を
初
彿
と
さ
せ
る
町
並
み
が
東
洵

道
で
唯
一

残
さ
れ
て
い
る
）
。

宿
場
の
東
端
に
あ
る
追
分

か
ら
は
伊
勢
別
街
道
が
繋
が
っ

て
い
る。

京
都、

大
阪
方

面
か
ら
東
海
道
を
歩
い
て
き
た
伊
勢
参
り
の
人
達
は、

こ

こ
か
ら
右
に
曲
が
っ

て
伊
勢
へ

向
か
っ
た。

そ
の
た
め、

こ
の
追
分
に
は、

伊
勢
神
宮
の
鳥
居
が
立
ち、

常
夜
灯
が

設
置
さ
れ
て
い
る。

関
宿
の
西
門
を
出
る
と、

す
ぐ
に
追
分
が
あ
る。

こ
こ

は、

東
海
道
と
奈
良
方
面
に
行
く
大
和
街
道
と
の
分
岐
点

で
あ
る
。

奈
良
に
行
く
旅
人
は
左
に
曲
が
る。

東
海
道
を

行
く
人
は
直
進。

東
洵
道
は
関
宿
を
過
ぎ
る
と、

鈴
鹿
山

系
の
丘
陵
地
帯
に
踏
み
込
む。

鈴
鹿
山
脈
と
鈴
鹿
峠

鈴
鹿
山
脈
は
滋
賀
県
琵
琶
湖
東
か
ら
三
重
県
ま
で
の
縦

の
山
脈
で
あ
る。

そ
し
て
鈴
鹿
峠
は
山
脈
の
南
端
の、

山

鈴
鹿
峠

広重：坂の下、 筆捨嶺。 茶屋で寛ぐ

旅人。 鈴鹿の風景を紡彿とさせる。

i土i

を的に
" A 

脈
の
中
で
は
最
も
低
い
位
置
で
山
脈
を
東
西
に
横
切
る、

言
わ
ば
峠
道。

東
海
道
は
緩
や
か
な
山
道
に
入
る
。

し
ば

ら
く
行
く
と
鈴
鹿
の
切
り
立
つ
山
々
が
眼
前
に
現
れ
る
。

絶
景
で
あ
る
。

す
る
と
そ
こ
に
一

軒
の
茶
屋
が
現
れ
る
。

た
て

ば

次
の
坂
下
宿
ま
で
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
る、

立
場
茶
屋。

旅

人
は
一

様
に
茶
屋
で
休
み、

眼
前
の
景
色
を
楽
し
ん
で
い

る。

豪
快
な
景
色
で
あ
る
。

旅
人
が
見
と
れ
て
い
る、

眼

前
の
谷
を
隔
て
て
在
る
奇
岩
の
山
は、

岩
根
山。

奇
岩
を

縫
っ

て
幾
筋
も
の
滝
が
流
れ
落
ち
て
い
る
。

深
山
幽
谷。

こ
の
山
を
通
称、

筆
捨
山
と
い

う。

室
町
時
代
の
絵
師、

ーー

『

9-
V

ロ
ロ

ず
筆
を
捨
て
て
し
ま
っ
た。

析

卒

こ
の
故
事
か
ら
人
々
は
岩
根

山
を
筆
捨
山、

茶
屋
を
箪
捨
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鈴
鹿
峠

坂
下
宿
は
鈴
鹿
峠
の
登
り
口
に
あ
る。

距
離
は
短
い
が

こ
の
峠
越
え
が
難
事
で
あ
っ
た
た
め、

旅
人
の
多
く
が
坂

下
宿
に
宿
泊。

翌
朝
か
ら
峠
越
え
と
な
る
。

た
め
に
宿
場

は、

こ
の
地
形
か
ら
は
想
像
で
き
ぬ
ほ
ど
繁
栄
し
た。

本

陣
3、

脇
本
陣
l、

旅
籠
屋
48。

街
道
に
沿
っ
て
坂
下
宿

松
屋
本
陣、

大
竹
屋
本
陣、

小
竹
屋
脇
本
陣
な
ど
を
中
心

に
旅
籠
屋
が
ひ
し
め
く。

坂
下
宿
を
出
る
と、

し
ば
ら
く
山
肌
を
縫
う、

平
ら
な
道

が
続
く
が、

右
手
に
岩
屋
観
音
が
見
え
る、

あ
た
り
か
ら
右

上
に
登
る
山
道
に
入
る。

す
る
と
す
ぐ
に
片
山
神
社。

豪
壮

な
神
社
で
あ
る。

そ
し
て
こ
こ
が
鈴
鹿
峠
の
登
り
口
と
な
る。

坂
下
宿

茶
屋
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た。

広
重
は、

こ
の
風
景
を
見

事
に
表
現
し
て
い
る。

関
宿
か
ら
坂
下
宿
ま
で
5.
3
キ

ロ
。

こ
こ
は
坂
下
宿
寄
り
の
処
で
あ
る。

土
山
宿

片
山
神
社
か
ら
鈴
鹿
峠
に
登
る、

僅
か
な
道
程
が
険
し

い
山
道
で、

箱
根
に
次
ぐ
難
所
と
い
わ
れ
た
。

こ
の
間、

石
畳
に
は
な
っ
て
い
る
が、
「
鈴
鹿
の
山
は
「
八
百
八
谷」。

長
く
険
し
い
ジ
グ
ザ
ク
の
山
道
は
8
町
(
9
0
0
m
)
、

27
曲
り」

と
い
わ
れ
て
い
た
。

襟
黒
の
森
の
中、

く
ね
く

ね
し
曲
が
る、

坂
道
の
連
続。

古
代
か
ら
開
通
さ
れ
た
道

で、

盗
賊
が
横
行
す
る
峠
と
し
て
知
ら
れ、

坂
上
田
村
麻

呂
の
群
盗
退
治
の
話
な
ど
幾
つ
か
の
伝
説
が
残
る。

峠
の

頂
上
に
達
す
る
と
視
界
が
開
け
る
（
標
高
3
7
8
m
)
。

そ
こ
に
巨
大
な
万
人
講
常
夜
灯
が
立
っ
て
い
る。
高
さ
5.

4
m
、

重
さ
38
t
に
及
ぶ
石
灯
籠
で、

江
戸
中
期
に
四
国

金
比
羅
宮
講
中
が
建
立
し
た
も
の
で
あ
る。

急
峻
な
峠
を

登
り
切
っ
た
旅
人
は
こ
こ
で
休
息
し、

さ
ぞ
か
し、

ほ
っ

と
し
た
こ
と
だ
ろ
う。

鈴
鹿
峠
を
越
え
る
と
ゆ
っ
た
り
と
し
た
下
り
が
続
く。

土
山
宿
に
到
着。

こ
の
宿
の
絵
は
ど
の
絵
も
雨
降
り
の
図
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み
な
ぐ
ち

水
口

宿

で
あ
る。

伊
勢
湾
か
ら
吹
き
上
げ
て
く
る
風
が
鈴
鹿
峠
を

越
え
る
と
雨
に
な
る
た
め、

と
に
か
く
雨
が
多
い
。
「
坂

は
照
る
照
る
鈴
鹿
は
蝙
る、

あ
い
の
土
山
雨
が
降
る
」

と

い
う
馬
子
唄
が
あ
る
く
ら
い
。

広
重
は
土
山
宿
に
到
着
寸

前
の
大
名
行
列
の
姿
を
描
く。

雨、

雨。
一

行
は
菅
笠
を

被
り、

茶
色
の
合
羽。

雨
は
黒
い
線
で
画
か
れ
て
い
る。

も
う
ひ
と
つ
の
「
土
山
二

す
ず
か
山
中
の
図」

で
は、

雨

を
白
線
で
描
く。

難
し
い
画
法
を
駆
使。

こ
の
絵
で
は、

土
山
宿
か
ら
逆
に
鈴
鹿
峠
に
登
る
旅
人
の
姿
が
描
か
れ、

彼
ら
の
く
る
ぶ
し
は
泥
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る。

そ
の
く
ら
い
、

雨
で
土
が
ぬ
か
る
ん
で
い
た。

難
行
の
場

面
で
あ
る。

土
山
宿
の
規
模
は、
本
陣
2、
旅
籠
屋
44。

宿
場
に
入
る

手
前
に
一

里
塚
が
あ
り、

右
手
を
見
る
と
田
村
神
社。

こ

れ
は
千
手
観
音
の
加
護
に
よ
り、

鈴
鹿
山
に
巣
く
う
群
盗

を
討
ち
果
た
し
た
坂
上
田
村
麻
呂
を
祀
っ
た
古
社
で
あ
る。

野
州
川
に
沿
っ
て
西
へ
と
進
む。

こ
の
間、

東
海
道
は、

甲
賀
の

里
を
抜
け
る。

12
キ
ロ
。

水
口
宿
に
到
着。

家

康
が
伝
馬
制
度
を
定
め
て
か
ら
宿
場
町
と
し
て
発
展。

本

陣
1、
脇
本
陣
1、

旅
籠
屋
41。
江
戸
期、

小
堀
遠
州
に
よ
っ

て
水
口
城
が
完
成
し、

城
下
町
の
中
に
宿
場
が
存
在
す
る。

こ
こ
か
ら
西
へ

約
11
キ
ロ
行
く
と
石
部
宿
に
着
く。

幕

末
に
は
商
家
2
1
6
軒、

旅
籠
屋
62
軒
ま
で
に
発
展
し
た。

石
部
宿

哭さ、
•'、` • • 

,........ 

さ•芯:e:·

ェJ::.;- :
9 /•一

広重：東海道五十三次土山鈴鹿山、 雨で泥溶
の道を鈴鹿峠に登る旅人。 土山宿から江戸に
向かって雨中、 鈴鹿峠へ登る。 険しい景色が
よく分かる。
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広重：草津：繁盛する大型立場茶屋と往来を
行き交う、 早龍、 大きな荷物籠

つ
い
に
草
津
宿
に
到
達
す

る。

琵
琶
湖
の
東
側
に
あ
る
草
津
は、

室
町
時
代
足
利
将

軍
が
草
津
御
所
を
設
置
し
た
頃
か
ら
東
海
道、

中
山
道
の

交
通
量
が
増
加。

そ
し
て
戦
国
時
代
に
は、

軍
馬
の
往
来

が
最
も
激
し
い
処
と
し
て
知
ら
れ
た。

た
め
に
家
康
は
東

海
道
宿
駅
制
度
で
草
津
を
重
要
な
拠
点
と
し
て
整
備
す
る。

な
に
し
ろ、

草
津
は、

東
海
道、

中
仙
道、

琵
琶
湖
廻
り

さ
ら
に
西
へ
10.
5
キ
ロ
。

草
津
宿

, ;. 年、ゞ｀
;,c,-.., 
I' 

’‘ 

':---. 
·
, 

• 9 _ 

£ 

広重：草津矢ばせの渡し口。
琵琶湖を帆船が行き交う。

こ
む。

も
り

せ
い
か
ん

1
9
4
1

年
東
京
生
ま
れ 。

大
学
卒
業
後
ド
イ
ツ
系

商
社
に
入
社 。

そ
の
後

海
外
情
報 、

広
告・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査・
分
析 ｀

イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン

ォ
ン
デ
マ
ン
ド
サ
ー

ビ
ス
事
業
に
携
わ
る 。

廃
棄

物
関
連
調
査
M
or
i

&
 Ass
oc
ia
tes
主
催 。

や

ば
せ

の
矢
橋
街
道
の
分
岐
点
で
も
あ
り、

江
戸
時
代
の
交
通
量

は
郡
を
抜
い
て
い
た。

そ
の
こ
と
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う

に
広
重
は
大
き
な
茶
屋
の
前
を
通
る、

4
人
掛
か
り
の
早

籠
と
大
き
な
荷
物
籠
（
年
貢
米）

を
4
人
で
担
ぐ
人
足
の

姿
で
表
現。

大
き
な
茶
屋
と
各
種
籠
の
交
通
で
草
津
宿
の

物
流
繁
栄
の
様
を
著
し
て
い
る。

草
津
宿
の
規
模
は
大
き

く、

本
陣
2、

脇
本
陣
2、

旅
籠
屋
72
軒゚

草
津
宿
か
ら
大
津
宿
ま
で
は
14
キ
ロ
。

草
津
宿
の
西
端

や

ば
せ

京
都
側
出
口
か
ら
右
を
見
る
と、

琵
琶
湖
の
矢
橋
の
渡
し

場
が
見
え
る。

歩
き
を
嫌
う
旅
人
は、

こ
こ
か
ら
舟
に
乗

り、

大
津
宿
松
本
石
場
ま
で、

湖
水
の
旅。

琵
琶
湖
の
美

し
い
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
の
船
旅
(
8

キ
ロ
）

を
洒
落
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尚土宗のお祖帥様
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浄土宗のお祖師様
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迷
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緬集後記

雑誌『浄土』
特別、維持、賛助会員の方々

飯田実雄（大本山消浄華院）
巌谷勝正（目黒・祐天寺）
魚尾孝久（三島・願成寺）
加藤昌康（下北沢・森巌寺）
河本悠大（函館・称名寺）
粂原恒久（川越・蓮啓寺）
粂原勇慈（甲府・瑞泉寺）
坂田良仁（文京・十方寺）
佐藤孝雄（鎌倉・高徳院）
佐藤久雄（品川・1願行寺）
佐藤良純（小石川・光闘寺）
東海林良昌（塩釜・雲上寺）
高口恭典（大阪・ 一心寺）
中島真成（青山・梅窓院）
中村康雅（消水・実相寺）
中村瑞貴（仙台・愚鈍院）
成田昌憲（世田谷・大吉寺）
野上智徳（静岡・宝台院）
長谷川岱潤（東京・戒法寺）
藤田得三（鴻巣．勝顔寺）
堀田卓文（静岡・華陽院）
本多将敬（両国・回向院）
松濤泰彦（芝・費松院）
水科善隆（長野・筵嬰寺）
（敬称略•五十音順）

巻
頭
は
当
法
然
上
人
鑽
仰
会
設
立
の
立
役
者 、

真
野
正
順
上
人
の
ア
ー

カ
イ
ブ
で
す 。

ア
ー

カ

イ
ブ
で
は
あ
り
ま
す
が 、

し
っ

か
り
人
と
な
り

を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
ま
す 。

ま
た ‘

写
真
も

書
斎
で
の
カ
ッ
ト
な
が
ら 、

新
ア
ン
グ
ル
の
一

枚
に
な
っ
て
い
ま
す 。

上
人
に
は
曽
孫
に
あ
た

る
天
光
院
の
真
野
威
人
住
職
の
ご
好
意
に
よ
る

も
の
で
す 。

当
会
の
発
足
当
時
は
仏
教
界
に
と
っ
て
は
大

き
な
過
渡
期
で
し
た 。

浄
土
宗
と
の
連
携
の
中

で
設
立 、

当
会
な
ら
で
は
の
役
割
を
果
た
し
た

足
跡
を
ご
既
下
さ
い 。

「
あ
な
た
も
お
寺
の
C
I
O」

を
表
紙
目
次
に

入
れ
ま
し
た 。

こ
の
ま
ま
だ
と
何
の
こ
と
か
わ

か
ら
な
い
か
と
思
い
C
I
O
に
（
最
高
情
報
責

任
者）
を
加
え
ま
し
た 。
こ
の
言
葉 、
最
近
ニ
ュ
ー

ス
で
問
く
も
の
の 、

そ
の
意
味
は 。

か
く
言
う

私
も
？

隔
月
の
新
連
載
の
著
者
は
当
会
新

H
P
の
キ

ー
パ
ー

ソ
ン
の
小
路
竜
嗣
師 。

こ
れ

か
ら
の
お
寺
の
た
め
の
便
利
な
環
境
創
り
の
企

画
で
す 。

言
葉
は
難
し
く
て
も
簡
単
に
で
き
る

こ
と
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す 。

「
寺
々
刻
」々

は
著
者 、

剃
飼
秀
徳
師
が一
般

大
学
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
分
析 。

テ
ー

マ
は
「
死
生
観」 。

二
十
歳
前
後
の
一
般
の
若
者
が
死
を
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か 。

お
墓
を
ど
う
思
っ
て
い
る
の

か 。

お
寺
に
と
っ
て
は
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と

p
 

で
す 。

ど
う
ぞ
お
読
み
忘
れ
な
き
よ
う
お

願
い

釘n

致
し
ま
す 。

（
村
田
洋一
）
g
o
r

d

0
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年
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月
二
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日
第
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郵
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物
認
可

印
刷

令
和
三
印
九
H-
+
Fl

発
行

令
和
三
年
卜
n-
Fl

発
行
人

佐

藤

良

純

編
集
人

長
谷
川
岱
潤

印
刷
所

ー
株
式
会
社
暁
印
刷

〒-
O
Il,
0
O
i

東
卓
部
沿
区
芝
公
園
四＇
し＇
四
明
照
会
館
四
階

発
行
所

法
然
上
人
鑽
仰
会

屯
品
Oi"i(
三
五
ヒ
八）
六
九
四
し

F
A
X
0 .i（
二
丘
し
八）
L
O
三
六

振
替
QQ
1

八
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八＇
八二i
八
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浄
土

八
十
し
巻

卜
月＂り

デ
ジ
タ
ル
編
集
部
員

編
躾
長

編
躾
部
員

赤小服本平青佐斎村
坂路部原井木山藤田

泰
明竜祐尭代照哲晃洋
翔嗣淳道子憲郎道 一·
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◆ ◆ ◆法然上人鑽仰会の発行物◆ ◆ ◆

便利で書きや寸いA4版の奉書で 、

誰でもできるなそり書き仕様です。

写仏
阿弥陀三尊、薬師如来、地蔵菩薩、法然上人

1 セット6枚の5組入り 5000円

写経
浄土宗日常勤行式（三奉請版、四奉請版）
1 セット 12枚の5組入り 6000円

写詠歌
宗歌「月かげ」と法然上人四季の御詠歌
1 tット5枚の5組入り 3000円

『浄土』連載の単行本から書き下ろしまで 、

読み応えのある本をお届けします。

『浄士・念仏読本』復刻版
2000円

『和英対応 法然上人のお言葉』梶村昇薔 、 川西良治訳
1000円

『浄土の道』真野龍海著
1700円

『差し出し人は法然さん』袖山榮輝・林田康順・小村正孝共著
600円

『響流十方』袖山榮輝・林田康順小村正孝共著
600円

『響流＋方』其の二袖山榮輝・林田康順·小村正孝共著
640円 ※表示価格は定価で税別となります。

こ購入とお問い合わせはこちらへ
ほうねんしょうにんさんこうかい

法然上人鑽仰会 105-0011東京都港区芝公園4-7-4明照会館4階
TEL 03-3578-6947 FAX 03-3578-7036 Mail hounen@jodo.ne.jp HP jodo.ne.jp 



m
o
n
t
h
l
y
 

J

01
D
O
 
2
0
2
1

 

1

0
 

発
行
人
／
佐
藤
良
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編
集
長

村
田
洋

【目的】
、 Web 時代に寄り添って

、 鑽仰会の新しい役割の窓口に

浄土宗寺院の明日のために

、 新サポ ー タ ー を募ります

【特徴】
『浄土』のバックナンバー が創刊号から読める

、 Web版ならではの記事と企画を楽しめる

SNSと連動し各種情報の交換もできる

サポ ー タ ー 窓口と刊行物購入窓口にも

百聞は一見にしかず、

QRコ ー ドからご覧下さい！

ホームページのQRコー ド フェイスブックQRコー ド ツィッタ ー QRコー ド

jodo-sangou.o「g

畠
回
恥
r

回

http://facebook.com/ http://twitter.com/ 
sangoka ihonen/ sangoka i_honen 
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